
分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

１８４ ６４５
Ⅰ
１

明治１４年１０月１０日
（１８８１年）

書状
○父：竹内久右衛門
●金谷河原町：町会幹事

本月８日より町会開催につき、廻達あり、戸主八百吉、先達て８月
１２日に武州横浜支店へ出張、今もって帰宿せず、の届け。

原
本

状 1

１８５ ５３２
Ⅰ
１

明治１５年３月１日
（１８８２年）

證
○河原町：戸長役場
●竹内八百吉

金5円を受取る。
原
本

状 1

１８６ ７５１
Ⅰ
３

（明治） 改正新刻 館員録 ３月改
○日本橋１丁目：須原屋茂平 他
●記載なし

明治時代の役人の役職名と人名が記されている。
議政官 議定：三條右大臣、岩倉大納言 参与：阿野中納言、鍋島
少将 書記：貫名右近・・・・・大阪府知府事：後藤象二郎 神奈川県
知県事：寺島陶蔵 伊豆韮山県知県事：江川太郎左衛門 等。

原
本

横
半
帳

1 DVD3

１８７ ５３７
Ⅰ
４

明治１３年８月９日
（１８８０年）

議員当選通知書
○榛原郡金谷河原町戸長役場㊞
●竹内八百吉

金谷河原町議員の当選通知書。
原
本

状 1

１８８ ５３６
Ⅰ
４

明治１６年７月１５日
（１８８３年）

町会議員当選通知書
○榛原郡金谷河原町戸長役場㊞
●竹内八百吉

金谷河原町議員の当選通知書。
原
本

状 1

１８９ ５３８
Ⅰ
４

明治１７年８月２４日
（１８８４年）

町会議員当選通知書
○金谷宿組戸長役場㊞
●竹内八百吉

町会議員の当選通知書。
原
本

状 1

１９０ ５０
Ⅰ
６

明治１８年２月１７日
（１８８５年）

村費不納につき
○榛原郡家山村他2ヶ村戸長役場㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

家山村、伊藤次郎太夫が竹内へ書入れた地所につき、明治17年
度後半期村費不納により、公売処分とする。

原
本

状 1

１９１ ３３６
Ⅰ
６

明治１８年１０月９日
（１８８５年）

遠江国田方石代相場訂
正ノ儀ニ付上申

○竹村太郎 他4名
●県知事：関口

明治8年租税改正に係わる、相場訂正の上申書。
原
本

竪
帳

1

１９２ ４４９
Ⅰ
６

明治４３年４月１２日
（１９１０年）

地目変換届による地価修
正

○志太郡島田町：石間長十
●藤枝税務署長：太田治郎㊞

島田町内、1筆地目変更による地価の修正。
原
本

状 3

１９３ ３４６
Ⅰ
６

大正８年３月
（１９１９年）

備忘録
○（竹内呉服店）
●（藤枝税務署長等）

営業税等の課税通知等々、税務関連書付の覚。
原
本

竪
帳

1

１９４ １２４
Ⅰ
６

（昭和）１２年
（１９３７年）

物品税課税物品細目表
○記載なし
●記載なし

支那事変特別税法第38條、同施行規則第34條に基づく細目の一
覧。

原
本

状 1

１９５ １４３
Ⅰ
６

（昭和）１３年１月
（１９３８年）

経費簿
○竹内呉服店
●記載なし

昭和13年1月より同20年迄の税金、臨時費、通信費等、各経費の
記録。

原
本

竪
帳

1

近現代の部

文書番号
形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

１９６ ５７２
Ⅰ
７

昭和１５～１７年
（１９４０～１９４２年）

（税金領収書）昭和15年
～17年度

○榛原郡下川根村 収入役：山下幸一
●竹内栄一

税金の領収書等。　・昭和15年度村税2円37銭 竹内八百吉 下川
根村収入役 山下幸一、・昭和16年度県税1円15銭 竹内栄一 下
川根村山下幸一、・昭和15年度組合費2円23銭 竹内栄一 下川根
村施業土工森林組合理事山下幸一等。

原
本

票
多
数

１９７ １３０
Ⅰ
７

昭和１８年３月１日
（１９４３年）

物品税買入帳
○（竹内）
●記載なし

昭和18年3月1日より同19年1月20日までの物品税買入帳。
原
本

竪
帳

1

１９８ １２９
Ⅰ
７

昭和１９年２月２１日
（１９４４年）

物品税販売帳
○（竹内）
●記載なし

昭和19年2月21日より同6月30日までの物品税販売の記録。
原
本

竪
帳

1

１９９ ７
Ⅰ
８

明治１５年２月２１日
（１８８２年）

（金子受取の証）
○金谷河原町戸長役場
●竹内八百吉

1．證 金5円也－堤防賄金 第1度目　2．證 金5円也－堤防賄金
第3度目　としてこれを受取る。

原
本

状 2

２００ ３４７
Ⅰ
８

明治２２年１月
（１８８９年）

第三号 諸用日誌
○竹内
●記載なし

葛籠村地所の登記、他町村区域改定につき議員改選、鉄道敷設
につき寄附金を集める、又、風水害の様子など。

原
本

綴
り

1

２０１ ５９３
Ⅰ
８

（明治）９月１２日 記
○金谷宿：松屋十右衛門㊞ （金谷松屋）
●御請衆

8月27日 夕15人、以下、9月13日朝までの人員、計1,098人、代金
65円88銭とある。

原
本

横
帳

1

２０２ ３７３
Ⅱ
１

明治７年１２月
（１８７４年）・戌

明治7年 田畑諸事記 戌12
月吉日

○金谷宿河原町：竹内八百吉
●記載なし

①宮崎町西側610番屋敷1町15歩 地券証1980番地代金7円40
銭。
②田畑に関する図面と面積及び地代金が記されている。
③散田作米及び田畑手作物上り高の控え等。

原
本

横
帳

1

２０３ ２６９
Ⅱ
１

明治２１年９月２８日
（１８８８年）

証 （地券書替に付）
○久野脇村：諸田右衛門作㊞、諸田甚五右衛
門㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

一．畑地7畝21歩、一．宅地5畝15歩、一．畑地2畝14歩　地券3通
書替に付、書面の通り地券借用致します。地券がお下げになり次
第、御返却致します。

原
本

状 1

２０４ ２７１
Ⅱ
１

明治２１年１０月１０日
（１８８８年）

地券借用之証
○志太郡相賀村 借主：松下精作
●金谷河原：竹内八百吉

地売金49円7銭2厘、地租金1円22銭7厘、右の地券書替に付借用
する。

原
本

状 1

２０５ ２６８
Ⅱ
１

明治２１年１１月２８日
（１８８８年）

証 （地券書替に付）
○久野脇村：石間太之助㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

一．畑3畝10歩、持主石間太之助、地価5円28銭　一．畑1反1畝24
歩、地価18円59銭8厘　一．畑2畝6歩、地価6円10銭3厘　右、書
換えに付、借用致し、お下げになり次第返却致します。

原
本

状 1

２０６ ８９
Ⅱ
２

明治６年
（１８７３年）・酉

貸置候地所一札之事
○高橋正武㊞、證人：花木政徳㊞
●九平治、證人：彦六

原畑5反歩、年貢米6斗。他に同7年6月の証が1枚ある。（包紙入
り）

原
本

状 2



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD
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形
態

数
量
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２０７ ８８
Ⅱ
２

明治７年３月
（１８７４年）

売渡申山林手形之事

○榛原郡大代村山林売主：渡辺浅右衛門㊞、
證人：渡辺彦右衛門㊞、成嶋源助㊞、渡辺六
右衛門㊞
●同郡金谷宿河原町：暮林友八

山林6畝歩、金20円にて売渡す、引取を願う。帯封に「中町友八よ
り預り」とある。奥書に右村副戸長 山内良助㊞がある。

原
本

状 1

２０８ ５１３
Ⅱ
２

明治７年３月
（１８７４年）・戌

永代売渡候田畑証
○売主 金谷河原町：福山いそ、買主 同所：竹
内佐吉
●金谷河原町戸長

田畑7筆、代金42円にて売渡す。明治4年4月、10ヶ年季にて売
買、地券證下げ渡す。

原
本

竪
帳

1

２０９ ３７９
Ⅱ
２

明治７年
（１８７４年）・戌

第1号 諸事記 明治年間
（竹内八百吉㊞）

○竹内八百吉
●記載なし

地所売渡しの証文と借用金の証文が、それぞれこの1冊に書かれ
ている。（明治7年～17年）

原
本

竪
帳

1

２１０ ２２
Ⅱ
２

明治８年２月
（１８７５年）

賣渡田地之證
○金谷河原町 売主：竹内佐吉㊞　同所保証
人：伊藤清吉㊞
●買主：竹内九右衛門

字根岸37番 田3畝12歩 地代金 金8円25銭、他2筆 合反別 2反3
畝6歩 合地代金56円50銭也。私所有の田地、永々売渡書面の代
金を慥かに受取る、地券證書替が後日の為、親類證人加判の上
差出す。

原
本

状 1

２１１ ８７
Ⅱ
２

明治１２年１月１３日
（１８７９年）

売渡田地之証
○金谷河原町 売主：竹内佐吉㊞　同所證人：
村井彦太郎㊞
●竹内八百吉

金70円、地所3口、合反別3反2畝15歩。（戸長 塚田弥太郎㊞の奥
書がある。） この他、同月19日付「売渡田地増代金受取証」を付
す。

原
本

竪
・
状

2

２１２ ４４
Ⅱ
２

明治１２年３月２３日
（１８７９年）

記
○家山村：中野乕吉
●金谷横町：竹内八百吉

地券証15通、証書3通を受取る。
原
本

状 1

２１３ ８２
Ⅱ
２

明治１２年９月２４日
（１８７９年）

証
○二軒屋 金子受取人：高木丑太郎㊞
●竹内八百吉

金30円、売渡す原畑芝地代金53円の内、30円を受取る。
原
本

状 1

２１４ ３０９
Ⅱ
２

明治１４年７月
（１８８１年）

約定之証
○茶園借受人
●竹内八百吉

明治14年7月より来る同19年6月迄の5年間、1ヶ年代金4円として
借り受ける。

原
本

状 1

２１５ ３３７
Ⅱ
２

明治２０年１月２５日
（１８８７年）

地所売渡之証
○榛原郡金谷河原町 売主：竹内佐吉㊞　同町
證人：杉本富平㊞
●同町：竹内八百吉

金40円、河原町内の地所、永代売渡し代金を受取る。紙片の貼付
がある（金谷宿、他、4ヶ町村戸長の塚田弥太郎㊞の奥書がある）。

原
本

状 1

２１６ ５６６
Ⅱ
２

明治４０年７月２６日
（１９０７年）

売渡証書
○志太郡島田町716番地：石間長十
●榛原郡金谷河原2078番地：竹内喜三造

石間長十が竹内喜三造に畑地16歩を代金15円にて売却した際の
売渡証書。他に島田の土屋清一が竹内喜三造に宅地及び畑地を
代金1,700円にて売却した際の売渡証書。

原
本

綴
り

1

２１７ ５０４
Ⅱ
２

明治４４年
（１９１１年）・丑

明治 田畑（欠）
○竹内喜三造　代書：八百吉
●記載なし

本帳は表紙欠損のため表題年号は不明、内容については、土地
に係わる面積、地価額、地租等の記述がある。他に米等、多岐に
わたる記述あり、尚、本帳は竹内喜三造の代書者八百吉となって
いる。

原
本

横
帳

1
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２１８ ４６
Ⅱ
２

（明治）５月２４日 記
○金谷宿戸長役場㊞
●竹内八百吉

地券5通を預かる。
原
本

状 1

２１９ ５４３
Ⅱ
２

昭和１１年４月７日
（１９３６年）

土地表示変更登記申請
書

○申請人：竹内八百吉　代理人：鈴木徳一㊞
●静岡区裁判所 島田出張所

表題の申請書7通、他に「登記名義人表示変更登記申請書が1
通。

原
本

綴
り

8

２２０ ５４８
Ⅱ
２

昭和１１年４月７日
（１９３６年）

所有権移転登記申請書
○鈴木徳一
●静岡区裁判所 島田出張所

大正4年6月12日土屋延平死亡により、土屋まつが家督を継いだ
が、まつが隠居の為土屋みほが家督を相続した、申請書、委任状
を添えて提出。（書類入用封筒1枚あり）

原
本

綴
り

1

２２１ ５４７
Ⅱ
２

昭和１１年４月２３日
（１９３６年）

請求書
○有海惣平
●日比野

定坪測量、分筆届15円19銭の請求書、並びに代筆料、収入印
紙、切手代。

原
本

綴
り

1

２２２ ５４２
Ⅱ
２

昭和１１年
（１９３６年）

合筆申告書
○申告人：竹内喜三造
●藤枝税務署長

宅地5筆、合324.68坪の合筆申告書。（状2枚を同封） 　
原
本

綴
り
・
状

3

２２３ ５４９
Ⅱ
２

昭和１１年
（１９３６年）

分筆申告書
○竹内喜三造
●藤枝税務署長

地目宅地、地積324．65を3つに分筆、賃貸価格358円68銭（実測
図2枚同封）。

原
本

綴
り

1

２２４ ４４０
Ⅱ
３

明治４１年１月１日
（１９０８年）

家屋賃借契約書
○志太郡藤枝町 借家主、保証人氏名なし
●榛原郡金谷町河原 家屋所有者：竹内喜三
造

明治41年1月1日より同43年12月31日まで、1ヶ月4円50銭にて借
用の下書き。

原
本

状 1

２２５ ４３４
Ⅱ
３

大正１３年７月１日
（１９２４年）

借家之証
○島田町 借家人：渡辺錠次郎㊞　島田町 引
受人：田丸永太㊞
●竹内八百吉

屋敷家屋、同18年6月まで借用、毎月家賃として18円を納める。
原
本

状 1

２２６ ３
Ⅱ
４

明治１８年４月２１日
（１８８５年）

金谷茶業組合集会員欠
員ニ付（公用）

○戸長役場㊞
●竹内八百吉

竹内八百吉が、茶業組合集会員の欠員につき、投票により当選し
た通達。

原
本

状 1

２２７ ２３
Ⅱ
４

明治２０年１月３０日
（１８８７年）

領収証
○戸長：塚田弥太郎
●竹内八百吉

金1円。金谷登記所を設置するにつき、建築費として寄附したので
領収証を渡す。

原
本

状 1

２２８ ４０９
Ⅱ
４

大正８年
（１９１９年）

協和会覚
○記載なし
●記載なし

本宗勘定払込、海軍住宅新築費、石川島造船所社債券、帝国電
燈社債券など色々と記されている。大正8年6月27日～昭和20年9
月1日迄の記録である（袋入り）。

原
本

横
半
帳

1

２２９ ７０
Ⅱ
５

明治７年５月３１日
（１８７４年）

記
○金谷河原町：平口唯一郎㊞
●竹内八百吉

作米25俵、1俵4斗1升入り。預りにつき、この切符にて引替渡す。
原
本

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

２３０ ４５
Ⅱ
５

（明治）８年２月１５日
（１８７５年）

記
○相良：扇谷太郎平
●金谷：田中屋八百吉

米3俵を預り。この手形持参の上、引渡す。
原
本

状 1

２３１ ５９４
Ⅱ
５

明治９年８月２３日
（１８７６年）

立木売渡申証書
○下長尾村 売主：中野武平㊞ (中野）
●平谷 買主：渥美礒平

金20円にて、桧林1枚を売渡す。
原
本

状 1

２３２ ６４６
Ⅱ
５

（明治）９年１０月１０日
（１８７６年）

記
○〆多店㊞ （遠州金谷駅河原町田中屋）
●三ツ山：竹内九右衛門、深見清右衛門

5月、彦八舟分6俵、他、米・運送代 金6円16銭5厘5毛を受取る。
原
本

状 1

２３３ ５５６
Ⅱ
５

明治１１年１月
（１８７８年）・寅

田畑改正散田帳
○記載なし
●記載なし

田、畑地、茶畑など、面積と地代金が記されている。
原
本

横
帳

1

２３４ ５３３
Ⅱ
５

明治１３年１月
（１８８０年）

證
○牛尾村 戸長：鈴木彦右衛門㊞
●金谷：竹内八百吉

牛尾村の内、蔵米25俵、1俵4斗2升入り、預りに付きこの書付けで
引換え、米を渡す。

原
本

状 1

２３５ ６４７
Ⅱ
５

（明治）１３年２月
（１８８０年）

記
○竹半㊞
●竹内九右衛門

2月13日、4銭8厘、大三寸1わ、他、金5銭8厘を請取る。
原
本

状 1

２３６ ６４８
Ⅱ
５

（明治）１３年３月２８日
（１８８０年）

記
○田中や半三郎㊞ （遠州金谷横町田中屋）
●九右衛門

杉二寸棒、12本、代金14銭4厘を受取る。
原
本

状 1

２３７ ６４９
Ⅱ
５

（明治）１３年４月５日
（１８８０年）

キ
○川伊㊞ （遠州金谷横町川口屋）
●竹九

3月15日、48銭 木2本、他、木材費を請取る。
原
本

竪
帳

1

２３８ ３４５
Ⅱ
５

明治１４年５月吉日
（１８８１年）・巳

生葉製帳
○金谷河原町：丸八
●記載なし

茶摘を依頼した人と、手間賃の支払を記録。
原
本

横
半
帳

1

２３９ ３９３
Ⅱ
５

明治１４年７月２７日
（１８８１年）・巳

茶畑小作年季証之事

○榛原郡湯日村 畑借受人：増田金蔵㊞、同坂
下：喜三郎㊞、同：近賀久蔵㊞、同郡二軒屋
村：鈴木市右衛門㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

茶園1ヶ所、来る明治15年より同19年まで5年間、小作代金として
年35円にて借受け、毎年5月20日限り返済する（「貸渡申茶畑之
事」の反故紙にて包まれる）。

原
本

状 1

２４０ ３７５
Ⅱ
５

明治１５年１月
（１８８２年）・午

明治15年 田畑改正並散
田帳

○竹内八百吉
●記載なし

宅地2畝2歩、地価金22円73銭7厘（竹内八百吉居宅）。田畑の面
積及び地価、作人名と散田米等が記されている。金谷町以外にも
田地を所有し、そこからの散田米も記し、相賀村や久野脇村等の
記載がある。（借用証書、覚、その他の書類が入る）

原
本

横
帳

一
括

２４１ ４５１
Ⅱ
５

明治１７年５月
（１８８４年）・申

製茶計算帳 自園手製
（丸八）

○（丸八）
●記載なし

明治17年～21年までの生葉及び製茶の買取（生産者、製造者）、
数量・金額が記載されている。

原
本

横
帳

1 DVD3



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

２４２ ５０９
Ⅱ
５

明治１７年５月
（１８８４年）・申

米鋪盛 米穀鋪盛
○記載なし
●記載なし

米穀の販売取扱いの為、等級に分けて値段を細かく表示したも
の。

原
本

横
帳

1

２４３ ３８５
Ⅱ
５

明治１８年３月
（１８８５年）

明治18年3月甫 雑用日誌
第2号 竹内八百吉

○竹内八百吉
●記載なし

借用金の証や代理人のこと、茶の売買のこと等が記されている。
原
本

竪
帳

1

２４４ ５６４
Ⅱ
５

明治２４年６月
（１８９１年）・卯

田畑散耕簿
○（金谷町 竹内八百吉　裏表紙に記載）
●記載なし

自家の小作人が耕作する田畑について記す。小字と面積・地価
金・地租・散田米等が書かれている。

原
本

横
帳

1

２４５ ４４６
Ⅱ
５

明治３９年６月１５日
（１９０６年）

契約之証
○志太郡島田町 売渡本人：土屋国平
●記載なし

居宅、物置、水車小屋他を借用。
原
本

竪
帳

1

２４６ ４３５
Ⅱ
５

明治３９年６月２０日
（１９０６年）

証
○片川京平㊞
●島田町：土屋清一

土屋氏所有の水車小屋につき向う5年使用契約、今回都合にて他
へ転売、戻金30円を受取る、本月30日限りに立ち退く。封筒入り
（内容異なる）

原
本

状 1

２４７ ４４５
Ⅱ
５

明治４０年１１月２５日
（１９０７年）

土木工事願
○志太郡島田町 願人：石間長十㊞
●志太郡長：寺田栄実

島田町内大川通り、水車用井堰建設の為、土木工事を行いたい。
原
本

竪
帳

1

２４８ ４４１
Ⅱ
５

明治４１年４月２０日
（１９０８年）

御受書
○駿河国志太郡島田町 使用人：石間長十　同
保証人：松井浅吉
●志太郡長：寺田栄実

井堰建設に供する島田町内地先の大川通り水面1歩の使用、年5
銭。

原
本

竪
帳

1

２４９ ４４３
Ⅱ
５

明治４１年１２月１３日
（１９０８年）

官地水面使用願
○志太郡島田町 願人：石間長十㊞　同保証
人：松井浅吉㊞
●志太郡長：寺田栄実

島田町内大川通りの官有水面反別1歩、1年使用料5銭。水車建設
の為、井堰を建設、明治40年11月より同45年10月まで5年間。

原
本

竪
帳

1

２５０ ４４２
Ⅱ
５

大正元年９月２８日
（１９１２年）

官有水面使用継続願
○志太郡島田町 願人：石間長十㊞　同保証
人：石間辰次郎㊞
●志太郡長：小山鋼太郎

島田町内大川通りの官有水面反別1歩、1年使用料5銭。水車建設
の為、井堰を建設、大正2年3月までの使用許可願い。

原
本

竪
帳

1

２５１ ４４４
Ⅱ
５

大正８年２月１日
（１９１９年）

土地家屋賃借証書
○志太郡島田町 賃借人：片川杏平㊞　同保証
人：・・・・㊞
●榛原郡金谷町：竹内八百吉

畑・宅地、水車場等の借用。大正12年12月31日まで、1ヶ月25円
の賃借料他。

原
本

竪
帳

1

２５２ ６５０
Ⅱ
５

（明治）３月２８日 記
○豆ふや伊□□㊞ （金谷横町）
●九右衛門

九尺棒13本、入金54銭を請取る。
原
本

状 1

２５３ ６５１
Ⅱ
５

（明治）５月１２日 御検査
○記載なし
●記載なし

5月12日検査、平谷車屋囲分。12号、15石7斗5升1合を1本。他、1
号より5号まで火入酒5石余、別桶Ⅰ本等、〆て33石7斗3升8合の
酒の仕込み。

原
本

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

２５４ ６５２
Ⅱ
５

（明治）６月５日 記
○田八㊞ （遠州金谷横町㊇田中屋）
●御中

米4表、4斗入七左衛門乗、銭3円10銭札2円、〆て5円を受取る。
原
本

状 1

２５５ ６０３
Ⅱ
５

（明治）６月８日 送り状
○田中や八百吉㊞ （遠州金谷横町㊇田中屋）
●三ツ山

米1俵、4斗入りの送り状。
原
本

状 1

２５６ ６０４
Ⅱ
５

（明治）６月１７日
子

送り状
○田中や八百吉㊞ （遠州金谷横町㊇田中屋）
●三ツ山ニテ竹内九右衛門

米1俵 4斗入り、粳米とかえ米の分を、差送る。
原
本

状 1

２５７ ６５３
Ⅱ
５

（明治）６月２９日 記
○酒店
●川原店：駒吉

米3俵 4斗入り、代金6円30銭、他、代金計3円56銭9毛を請求。
原
本

竪
帳

1

２５８ ６５４
Ⅱ
５

（明治）８月２７日 送り状
○牧之原：岡村久作
●金谷横町：九右衛門

材木数を書上げ、他に記が1つある。
原
本

状 2

２５９ ６５５
Ⅱ
５

（明治）９月１２日 記
○豆五郎陰（遠金□町酒屋）
●横町：九右衛門

杉材、畳糸、たる木等、代金1円25銭を請取る。
原
本

状 1

２６０ ６５６
Ⅱ
５

（明治）９月１２日 記
○大石林八
●竹内九右衛門

8月28日より9月13日朝まで毛附593毛、代金諸引金32円58銭を請
求。

原
本

状 1

２６１ ６０５
Ⅱ
５

（明治）９月１８日 書状
○竹内八百吉
●川根三ツ間屋：酒屋栄吉、竹内九右衛門

16日夜、大雨に付きやりとり。八百吉より親父宛の書状。（封筒入
り）

原
本

状 1

２６２ ６０６
Ⅱ
５

（明治）９月２４日 書状
○田八㊞ （遠州金谷横町㊇田中屋）
●竹内九右衛門

はじめに先達て大荒れとあり、やりとりの中に筏乗附場の事、木材
の事など。他に、記、口上が各1ある。

原
本

状 3

２６３ ６５７
Ⅱ
５

（明治）９月 記
○竹内九右衛門
●三ツ間村：鈴木喜兵衛

米1俵 4斗入り、代金2円10銭。運賃小出し、〆金26銭2厘6毛、〆
金2円36銭2厘6毛、残り36銭2厘6毛を請求する。

原
本

状 1

２６４ ５９６
Ⅱ
５

（明治）１０月５日 記
○田中屋：八百吉
●竹内九右衛門

諸費支払いの記録。杉板、酒、飯米等。
原
本

状 1

２６５ ６５８
Ⅱ
５

（明治）１１月２０日 米受取状
○伊藤助十郎
●竹内九右衛門

辰米3斗6升を受取る。
原
本

状 1

２６６ ６５９
Ⅱ
５

（明治）１２月１４日 記
○村松や吉蔵㊞ （遠州金谷村吉）
●竹内九右衛門

88畝円白米上等、ランフニ釣、他、金1円1銭を受取、他に記が1あ
る。

原
本

状 2



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

２６７ ６６１
Ⅱ
５

（明治） （記）
○田八
●渥美磯平

金8円26銭1厘、差引金5円6銭1厘余、米、運賃代を請求。
原
本

状 1

２６８ ６６２
Ⅱ
５

（明治） （米値段）
○記載なし
●記載なし

式盛1斗5升、1石6円66銭6厘6毛、1俵2円80銭、以下、同様の記
載がある。

原
本

状 1

２６９ ６６０
Ⅱ
５

（明治） 記
○記載なし
●記載なし

はじめに先達て大荒れとあり、やりとりの中に筏乗附場の事、木材
の事など。他に、記、口上が各1ある。5間丸太11本、以下、松、桧
材の引渡し。

原
本

状 1

２７０ ５９５
Ⅱ
５

９月10日 書状
○田八拝㊞ （遠州金谷横町㊇田中屋）
●（欠損）

筏受取り、寺の明地借用、筏人足4人を手間にて引入。杉皮、熊の
ゐ難有云々とある。

原
本

状 1

２７１ ６６３
Ⅱ
６

（明治）３月２１日 記
○竹半㊞ （遠州金谷横町竹内）
●九右衛門

2銭7厘、釘代の受取り。
原
本

状 1

２７２ ６０７
Ⅱ
６

（明治）１２月１日 記
○尾上柏蔵㊞
●請元御中

金10円を受取、芝居代。
原
本

状 1

２７３ ４０２
Ⅱ
６

昭和１６年１１月
（１９４１年）

昭和１６年１１月金銭出納
簿
榛繊組合特綿金谷支部

○榛繊組合特綿金谷支部
●記載なし

日付・適用・収入金額・支払金額・差引残高が記されている。　・静
岡銀行より520円、用紙白ザラ紙300枚75銭、帳簿代4冊3円33銭、
差引残高12円36銭等。

原
本

竪
帳

1

２７４ ３８７
Ⅱ
６

昭和１６年１１月
（１９４１年）

昭和１６年１１月経費簿
榛繊組合特綿金谷支部

○榛繊組合特綿金谷支部
●記載なし

昭和16年から同19年迄の収入・利息・配給人手当・雑費等の多岐
に亘る記述。

原
本

竪
帳

1

２７５ ５６１
Ⅱ
７

明治５年６日
（１８７２年）・申

当座帳
○記載なし
●記載なし

生地の種類・仕立の寸法・値段などが記載されている。
原
本

状 1

２７６ ９０
Ⅱ
７

明治７年３月
（１８７４年）

為取替申規定書之事
○仲田源蔵、佐塚佐一郎㊞、塚本市右衛門
㊞、柴田半四郎㊞、仲田善七㊞、村松多十㊞
●仲買

当社設立につき、浜松県庁さしゆるす。社中仲買後日手数料に付
き、双方より取替置の規則。

原
本

竪
帳

1

２７７ ４５７
Ⅱ
７

明治８年１月
（１８７５年）・亥

滞金書抜帳
○（田中屋八百吉と裏表紙に記載）
●記載なし

慶応3年（1867年）より、明治15年（1882年）迄の記録。明治8年頃
より円単位となる。

原
本

横
帳

1

２７８ １６９
Ⅱ
７

明治９年１１月３日
（１８７６年）・子

大福帳
○金谷：竹内八百吉
●記載なし

各取引先との金銭の出入状況を記している。
原
本

横
半
帳

1

２７９ ３５７
Ⅱ
７

明治１０年６月１５日
（１８７７年）・丑

米手形入
○遠陽委託株式会社 （東海鉄道堀之内停車
場前）
●竹内八百吉

米代金の支払いに関する状。この時期の米値段を知る事が出来
る。（袋入り）

原
本

状 1

２８０ ６６４
Ⅱ
７

（明治）１３年３月２０日
（１８８０年）

記
○田八㊞ （遠州金谷横町田中屋）
●定小屋

12年11月21日、すミすけ一辺 金3銭3厘也を受取る。
原
本

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

２８１ ６６５
Ⅱ
７

（明治）１３年１０月３０日
（１８８０年）

キ
○川軒郎㊞ （遠州金谷横町川口屋）
●竹内九右衛門

16銭を請取。
原
本

状 1

２８２ ２９７
Ⅱ
７

明治２１年２月１９日
（１８８８年）

借用金之証
○榛原郡志戸呂村：藤田庄八
●金谷河原町：竹内八百吉

金1円50銭、利足は年2割。この金子、諸経金に差支え借用、返済
は本年5月30日限りとする。

原
本

状 1

２８３ ２２０
Ⅱ
７

明治２３年１月
（１８９０年）

壱類判取帳
○竹内八百吉㊞
●記載なし

表紙に朱字にて「明治24年9月太物業開業記念帳 保存の事」とあ
り、はじめに、帳簿付込期限 明治23年1月より同年12月迄1ヶ年と
記す。昭和55年3月13日付の静岡新聞に他と共に包まれている。

原
本

竪
帳

1

２８４ ３５６
Ⅱ
７

明治２４年１月
（１８９１年）・卯

御金出納帳
○（金谷河原町：竹内八百吉）
●記載なし

商売、家計を含めた現金出納帳。
原
本

横
半
帳

1

２８５ ２２２
Ⅱ
７

明治２４年９月吉日
（１８９１年）・卯

金銭出入簿
○金谷町：竹内八百吉
●記載なし

表紙に朱字にて「明治24年9月太物業開業記念帳 保存の事」とあ
る。昭和55年3月13日付の静岡新聞に他と共に包まれている。

原
本

竪
帳

1

２８６ ２２１
Ⅱ
７

明治２４年９月
（１８９１年）

金銭出入控
○竹内出張方㊞
●記載なし

出張に伴う金銭出入の記録。明治27年5月まで、これに領収證等
の記、多数（一括）あり。明治24年10月諸品仕切書入の袋に入っ
ている。

原
本

竪
帳

1

２８７ １９０
Ⅱ
７

明治２５年１月
（１８９２年）

第壱類判取簿
○竹内八百吉
●記載なし

明治25年1月より同年12月までの金銭受取簿。
原
本

横
半
帳

1

２８８ ５６０
Ⅱ
７

明治２５年２月
（１８９２年）・辰

大福帳
○金谷町：竹内八
●記載なし

山内安右衛門（宮崎町）の明治16年～同21年迄の、代金1円50銭
の記録から始まる明治25年迄の大福帳。大代、大長、川根地域ま
でが記されている。

原
本

横
帳

1

２８９ ５４６
Ⅱ
７

明治２５年７月
（１８９２年）・辰

金銭出入簿
○（竹内八百吉）
●記載なし

仕入先を記入、支出も品名と価格、数量の状況を記し、家計簿とし
ても整理されている。（裏表紙に竹内八百吉と記す）

原
本

竪
帳

1

２９０ ５４５
Ⅱ
７

明治２６年７月
（１８９３年）・巳

金銭出入簿 第3号
○（竹内八百吉）
●記載なし

7月26日古帳より写す。売り上げた商品の銘柄、代金の支払等を
記す、出費も商品に関する者から、細かく記載されている。（裏表
紙に竹内八百吉と記す）

原
本

竪
帳

1

２９１ ５５３
Ⅱ
７

明治２７年１月
（１８９４年）・午

大福帳
○（竹内八百吉）
●記載なし

明治27年～同31年迄、近郷・近在村々の売掛先個人名・品名・数
量・金額、請取状況を記載してある。

原
本

横
半
帳

1

２９２ ５７１
Ⅱ
７

明治２７年１月
（１８９４年）・午

金銭出入簿 第4号
○（竹内八百吉）
●記載なし

売り物としては食料品が目立つが、他への代金の返金や預金高と
か、金銭出入に付いて種々雑多に配列されている。（裏表紙に竹
内八百吉と記す）

原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

２９３ ２１９
Ⅱ
７

明治２８年１月
（１８９５年）

第壱類判取帳
○竹内八百吉㊞ （金谷㊇竹内）
●記載なし

昭和55年3月13日付静岡新聞に包まれており、大切に保存の意図
がある。

原
本

状 2

２９４ ７１５
Ⅱ
７

明治２８年３月２６日
（１８９５年）

製氷受売御届
○静岡県知事：小松原英太郎㊞
●静岡市両替町2丁目1番地
　　　製氷卸売商：大橋国之助㊞

製氷50万斤の発売許可願いにつき、知事の許可。
原
本

状 1

２９５ ２１８
Ⅱ
７

明治３０年１月
（１８９７年）・酉

諸用留
○竹内
●記載なし

表紙に朱字にて「第五号」とあり、はじめに前年12月よりの返済証
明書、以下、諸用記録。昭和55年3月13日付静岡新聞に他と共に
包まれている。

原
本

竪
帳

1

２９６ ２３３
Ⅱ
７

明治３０年１月
（１８９７年）・酉

第6号 金銀出入簿
○（竹内八百吉）
●記載なし

明治30年1月より同31年4月末までの現金出納帳。
原
本

竪
帳

1

２９７ ３９２
Ⅱ
７

明治３０年１月
（１８９７年）

明治30年 仕入帳 第1月吉
日

○竹内商店
●記載なし

明治30年1月より同32年までの仕入等に関る記録が記されている。
金谷町内は勿論、島田町や川根筋の村々との関りがあり、町名と
人名及び品物、代金等の記載がある、広範囲にわたる商いをして
いた。

原
本

横
半
帳

1

２９８ ２３２
Ⅱ
７

明治３１年１月
（１８９８年）・戌

第7号 金銀出入簿
○（竹内商店）
●記載なし

明治31年4月より12月迄の現金出納帳。（家計を含む）
原
本

竪
帳

1

２９９ ３９０
Ⅱ
７

明治３１年１０月吉日
（１８９８年）

明治31年 大福帳 改済
○（竹内商店）
●記載なし

金谷町歩か周辺町村の顧客名、売掛品名、数量、金額の受取状
況を記載してある。

原
本

横
帳

1

３００ ２２９
Ⅱ
７

明治３２年１月
（１８９９年）・亥

明治32年 金銀出入簿
○（竹内商店）
●記載なし

明治32年1月1日～12月31日まで毎日の天候と金銭の出入を記録
している。（現金出納帳）

原
本

竪
帳

1

３０１ １７１
Ⅱ
７

明治３２年３月
（１８９９年）・亥

呉服大福帳
○（竹内）
●記載なし

服生地の仕入状況と金銭の出入を記す。
原
本

横
半
帳

1

３０２ ２３９
Ⅱ
７

明治３３年１月
（１９００年）・子

明治33年 金銭出入簿 子1
月吉日

○（竹内商店）
●記載なし

明治33年1月1日～12月31日迄の現金出納帳。（家計を含む）
原
本

竪
帳

1

３０３ ５１５
Ⅱ
７

明治３４年１月
（１９０１年）・丑

金銭出入簿
○（竹内八百吉）
●記載なし

明治34年1月から同年12月迄の金銭出入簿にて、「そばや」への
支払から雇人への給料等、多岐にわたる金銭出入簿となってい
る。尚、その合計の記述はない。

原
本

竪
帳

1

３０４ １８２
Ⅱ
７

明治３５年１月
（１９０２年）

第壱類判取帳
○竹内商店
●記載なし

明治37年1月よりの金銭受取簿。
原
本

横
半
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

３０５ ５５１
Ⅱ
７

明治３５年
（１９０２年）・寅

仕入帳
○（竹内商店）
●記載なし

明治35年～同39年まで仕入先名別に品名・数量・金額・支払状況
を記載。

原
本

横
半
帳

1

３０６ ２３４
Ⅱ
７

明治３７年１月
（１９０４年）・辰

明治37年 金銭出入帳 辰1
月吉日

○（八ほし 竹内商店）
●記載なし

明治37年1月から12月迄の収入、支出を記載している。商品の売
上げも家計も同じ会計をしている。

原
本

竪
帳

1

３０７ ２１７
Ⅱ
７

明治３７年１月吉日
（１９０４年）・辰

大福帳
○竹内商店
●記載なし

表紙に朱字にて「改済」とある。各地区ごと取引先とのやりとりを記
している。

原
本

状 1

３０８ ２１３
Ⅱ
７

明治３７年２月２３日
（１９０４年）

（金銭出入帳）
○はちぼし商店（竹内）
●記載なし

明治37年2月23日からの記録。裏表紙に和洋諸紙活版印刷所 渥
美久四郎の名判がある。

原
本

横
半
帳

1

３０９ ２２４
Ⅱ
７

明治３８年１月
（１９０５年）・巳

明治38年 金銭出入帳 巳1
月吉日

○（はちぼし 竹内商店）
●記載なし

明治38より同12月末までの現金出納帳。（家計を含む）
原
本

竪
帳

1

３１０ ３４３
Ⅱ
７

明治３８年９月
（１９０５年）

所蔵幅物番號簿
持主 竹内八百吉

○持主：竹内八百吉
●記載なし

所蔵の幅物（着物地）の倉庫調べしたもの。
原
本

横
半
帳

1

３１１ ２４１
Ⅱ
７

明治３９年１月
（１９０６年）・午

明治39年 金銭出入帳 午1
月吉日

○（はちぼし 竹内商店）
●記載なし

明治39年1月1日より、同12月31日迄の現金出納帳。（家計を含
む）

原
本

竪
帳

1

３１２ ３５２
Ⅱ
７

明治３９年５月
（１９０６年）・午

　明治39年 附込仕入簿
　　午第5月吉日 改済

○（八星 竹内商店）
●記載なし

明治39年9月～同40年9月迄の仕入帳。仕入先・品名・数量・金額
が記載してある。（改済）

原
本

竪
帳

1

３１３ ２４３
Ⅱ
７

明治４０年１月
（１９０７年）・未

明治40年 金銭出入帳
未１月吉辰

○八ほし 竹内商店
●記載なし

竹内商店に係る明治40年1月元日より同年12月31日迄の金銭出
納帳。摘要は「日露戦史 下」1冊購入を始め多岐に亘る記述があ
り、その合計として金7,023円80銭5厘と成っている。

原
本

竪
帳

1

３１４ ２２３
Ⅱ
７

明治４１年１月
（１９０８年）・申

明治41年 金銭出入帳
申１月吉日

○（八ほし 竹内商店）
●記載なし

竹内商店に係る明治41年1月元日より同年12月31日迄の金銭出
納帳。摘要は多岐に亘る記述があり、その合計として差引金868円
86銭5厘と成っている。

原
本

竪
帳

1

３１５ ２４７
Ⅱ
７

明治４１年１月
（１９０８年）・申

明治41年 歳費計算帳
申１月吉辰

○八ほし 竹内商店
●記載なし

喰食物、雑用品、旅費、薪炭、灯油他の金額が書かれている。
原
本

竪
帳

1

３１６ ３５８
Ⅱ
７

明治４１年１月
（１９０８年）・申

明治41年 仕切帳
申第１月吉辰 改済

○八ほし 竹内商店
●記載なし

反物の仕入れ売掛帳。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

３１７ ４０３
Ⅱ
７

明治４１年１月
（１９０８年）・申

明治41年 西東仕入帳
申１月吉辰 改済

○八ほし 竹内商店
●記載なし

明治41年4月15日よりの仕入記録。月日・摘要・品名・員数・代金
が記されている。商売上の符牒のような記述が多くみられる。

　
原
本

竪
帳

1

３１８ ２６７
Ⅱ
７

明治４２年１月
（１９０９年）・酉

明治42年 金銭出入帳
酉１月

○竹内商店
●記載なし

竹内商店に係る明治42年1月1日から同年12月31日迄の金銭出納
帳。摘要には石油1缶購入をはじめとして、その合計は差引金
7,425円12銭4厘となっている。

原
本

竪
帳

1

３１９ ３８８
Ⅱ
７

明治４２年３月
（１９０９年）・酉

　明治42年 附込仕入帳
　　酉3月吉辰

○竹内商店
●記載なし

明治42年7月12日よりの仕入記録。月日・品名・員数・代金が記さ
れている。仕入先は浜松方面や静岡方面と多岐にわたっている。

原
本

状 1

３２０ ２６５
Ⅱ
７

明治４３年１月
（１９１０年）・戌

明治43年 在方大福帳
庚戌1月 改済

○東京日本橋長谷川町：福地帳簿店
●記載なし

東京の福地帳簿店の大福帳。金谷、島田周辺のお得意様に衣服
類の注文を受けた時の記録簿。切山、鎌塚、二軒屋、湯日、神谷
城、倉沢、菊川、牛尾、竹下、新宿、大代、高熊、家山、久野脇、
下長尾、等々広範囲に亘る。

原
本

竪
帳

1

３２１ ２６６
Ⅱ
７

明治４３年１月
（１９１０年）・戌

明治43年1月 金銭出入帳
庚戌

○記載なし
●記載なし

明治43年1月1日から同年12月31日迄の金銭出納帳。摘要は多岐
にわたる記述からなり、その合計は7,722円88銭7厘と成っている。

原
本

竪
帳

1

３２２ ３８９
Ⅱ
７

明治４３年１月
（１９１０年）・戌

明治43年 市中大福帳
改済

○記載なし
●記載なし

顧客名、売掛商品名、数量、金額の受取状況が記載されている。
原
本

竪
帳

1

３２３ １８８
Ⅱ
７

明治４３年１月
（１９１０年）

判取帳
○竹内商店
●記載なし

明治43年1月より大正元年12月31日迄の、金銭受取簿。
原
本

横
半
帳

1

３２４ ２６３
Ⅱ
７

明治４４年１月
（１９１１年）・亥

明治44年 金銭出入帳
辛亥

○記載なし
●記載なし

明治44年1月元日から同年12月31日迄の金銭出納帳。摘要は多
岐にわたる記述からなり、その合計は8,260円83銭と成っている。

原
本

竪
帳

1

３２５ １１３
Ⅱ
７

明治４４年９月１日
（１９１１年）

金銭貸借簿並ニ銀行取
引控

○二代目竹内八百吉
●記載なし

各取引先との金銀貸借の記録。
原
本

竪
帳

1

３２６ １６８
Ⅱ
７

明治４４年１０月
（１９１１年）・辛亥

仕入帳
○（竹内）
●記載なし

各取引先との仕入状況を記している。
原
本

横
半
帳

1

３２７ ２６４
Ⅱ
７

明治４５年１月１日
（１９１２年）

明治45年 金銭出入帳
○記載なし
●記載なし

明治45年1月1日から同年12月31日迄の金銭出納帳。摘要は多岐
にわたる記述からなり、その合計は差引金8,962円98銭9厘と成っ
ている。

原
本

竪
帳

1

３２８ １６５
Ⅱ
７

大正元年
（１９１２年）

足袋仕入帳
○竹内
●記載なし

大正元年9月7日をはじめとする、足袋の仕入状況を記している。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

３２９ １０３
Ⅱ
７

大正２年１月
（１９１３年）・丑

金銭出入帳
○竹内商店
●記載なし

大正2年1月1日より同年12月31日迄の出入、諸支払い。各日の天
候状況も記している。

原
本

竪
帳

1

３３０ １１５
Ⅱ
７

大正２年１月
（１９１３年）

判取帳
○（竹内）
●記載なし

大正4年12月まで3ヶ年分の金銭領収書。
原
本

横
半
帳

1

３３１ ５５９
Ⅱ
７

大正２年９月
（１９１３年）

大福帳
○記載なし
●記載なし

販売地域は新町、田町、本町上下、峯村、古横帳、十五軒、中
町、籔屋、八軒屋、菅沢、宮崎、田町など、金谷町の中心部地域
の大福帳。

原
本

横
半
帳

1

３３２ １０２
Ⅱ
７

大正３年１月
（１９１４年）・甲寅

金銭出入帳
○（竹内）
●記載なし

大正3年1月1日より同年12月31日迄の出入、諸支払い。各日の天
候状況も記している。

原
本

竪
帳

1

３３３ ４４７
Ⅱ
７

大正３年７月１７日
（１９１４年）

建物並ニ附属品賃貸借
契約書

○志太郡島田町 管理人：石間長十㊞　同賃借
人：芳野勉治㊞　同賃借人：柏木彦吉㊞
●竹内喜三造

居宅、付属品借用。（目録がある）
原
本

竪
帳

1

３３４ ３９１
Ⅱ
７

大正３年８月
（１９１４年）

大正3年8月 仕入帳 改済
○記載なし
●記載なし

大正3年8月1日より同5年5月22日迄の仕入帳。商店名及び商品
名が多岐に亘り記載されているが、年間総合の記述はない。

原
本

横
半
帳

1

３３５ １０１
Ⅱ
７

大正４年１月
（１９１５年）・乙卯

金銭出入帳
○（竹内）
●記載なし

大正4年1月1日より同年12月31日迄の出入、諸支払い。各日の天
候状況も記す。

原
本

竪
帳

1

３３６ １０８
Ⅱ
７

大正５年１月
（１９１６年）・丙辰

金銭出入帳
○（竹内）
●記載なし

大正5年1月1日より同年12月31日迄の出入、諸支払い。各日の天
候状況も記す。

原
本

竪
帳

1

３３７ ２１６
Ⅱ
７

大正５年１月
（１９１６年）

判取帳
○竹内商店
●記載なし

大正5年1月3日より同7年12月31日迄の附込、金銭受取りの控簿。
原
本

横
半
帳

1

３３８ １９６
Ⅱ
７

大正５年３月１日
（１９１６年）

大正5年3月1日 品調帳
○竹内八百吉
●記載なし

大正5年3月の店卸し、小計905円60銭、土蔵分8,321円50銭、合
計13,795円42銭。欧州大戦争につき独乙よりの染料なし。

原
本

横
帳

1

３３９ １０７
Ⅱ
７

大正６年１月
（１９１７年）・丁巳

金銭出入帳
○（竹内）
●記載なし

大正6年1月1日より同年12月31日迄の出入諸支払い。各日の天
候状況も記す。

原
本

竪
帳

1

３４０ １９７
Ⅱ
７

大正６年３月１日
（１９１７年）

大正6年3月1日 品調帳
○竹内八百吉
●記載なし

大正5年5月から同6年2月迄の品物についての調べの結果。小計
金3,579円70銭、倉庫分8,993円、合計15,564円50銭。

原
本

横
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

３４１ １９１
Ⅱ
７

大正７年３月１日
（１９１８年）

大正7年3月1日 品調
○竹内八百吉
●記載なし

品調べ、小計5,221円50銭、倉庫分11,341円60銭、店倉庫合計
20,019円50銭。

原
本

横
帳

1

３４２ ５５４
Ⅱ
７

大正７年３月３０日
（１９１８年）

島田町宅地諸願書類入
○願人：石間長十
●志太郡長：古澤俊次

その他、貸家書類の中に領収書と水車や堰の関係書類が多々あ
る、其の為一括とする。

原
本

綴
・
状

一
括

３４３ ４６３
Ⅱ
７

大正７年４月
（１９１８年）・戊午

在方 大福帳
○竹内
●記載なし

記載の中心は着物類。顧客毎にその品物名と金額を記載し、記末
に合計金額がまとめてある。

原
本

竪
帳

1

３４４ ５２２
Ⅱ
７

大正７年６月５日
（１９１８年）

大七商会株式申込證
○東京市本所区千歳町 株式会社：大七商会
創立事務所
●竹内八百吉

大七商会株券200円の領収。（封筒入り）
原
本

状 1

３４５ ５２１
Ⅱ
７

大正７年６月２８日
（１９１８年）

払込通知書
○株式会社：大七商会創立事務所
●竹内八百吉

株金払込、1株50円。山口圀太郎の手紙入り、封筒あり。
原
本

状 1

３４６ １０４
Ⅱ
７

大正７年
（１９１８年）・戊午

金銭出入帳
○（竹内）
●記載なし

大正7年1月1日より同年12月31日迄の出入諸支払い。天候状況も
記す。

原
本

竪
帳

1

３４７ １０９
Ⅱ
７

大正８年１月
（１９１９年）

金銭出入帳
○（竹内）
●記載なし

1月1日より2月28日迄の金銭出入。各日の天候状況も記す。
原
本

竪
帳

1

３４８ １９２
Ⅱ
７

大正８年２月２８日
（１９１９年）

大正八年二月末日在品調
帳

○竹内八百吉
●記載なし

大正7年から同8年2月28日迄の棚卸。小計5,585円95銭、倉庫分
と合計して22,506円32銭。別紙調では、22,690円65銭とある。

原
本

横
帳

1

３４９ ２１５
Ⅱ
７

大正８年３月
（１９１９年）

判取帳
○合資会社：竹内呉服店
●記載なし

大正8年3月11日より同10年12月迄、付込金銭受取控簿。
原
本

横
半
帳

1

３５０ １０５
Ⅱ
７

大正８年
（１９１９年）

本家出入帳
○（竹内）
●記載なし

大正8年3月1日より同9年7月31日迄の出入諸支払い。
原
本

竪
帳

1

３５１ ４４８
Ⅱ
７

大正９年２月２０日
（１９２０年）

請求書
○島田町 銅鉄商：甲賀安蔵商店
●上様

釘代1円20銭請求・受取り。この他、記と題する受取書を一括。
原
本

綴
り
・
状

一
括

３５２ ３４８
Ⅱ
７

大正９年３月
（１９２０年）

大正9年3月ヨリ 足袋仕入
帳 改済み

○記載なし
●記載なし

大正9年3月より足袋の注文を受けて発注するその注文書。（帳面
変換したもの）

原
本

綴
り

1

３５３ ４３９
Ⅱ
７

大正９年７月３０日
（１９２０年）

記
○松下倉吉
●片川杏平

金19円20銭請取、材料・手間代。他に、3点の「記」がある。
原
本

状 4



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

３５４ １９８
Ⅱ
７

大正９年８月
（１９２０年）

本家出入帳
○竹内呉服店
●記載なし

8月1日より大正9年12月31日迄の金銭出入の記録。
原
本

竪
帳

1

３５５ １５７
Ⅱ
７

大正９年１１月
（１９２０年）

経費簿
○竹内呉服店
●記載なし

税金、通信費、運賃等多種に分類し、日毎に金銭の出入状況を
記している。

原
本

竪
帳

1

３５６ １０６
Ⅱ
７

大正９年１１月
（１９２０年）

金銭出入帳
○竹内呉服店
●記載なし

11月1日より12月31日迄の金銭出入帳。各日の天候状況を記して
いる。

原
本

横
半
帳

1

３５７ ４１４
Ⅱ
７

大正９年１１月
（１９２０年）

仕入帳
○記載なし
●記載なし

大正9年11月より同12年9月迄の仕入関係の記録。仕入先は浜
松、名古屋、大阪、静岡等広範囲にわたっている。個人（会社）
名・代金・品名・員数などの仕入に関る内容が記されている。

原
本

横
帳

1

３５８ ４６２
Ⅱ
７

大正９年
（１９２０年）

市中 大福帳
○竹内
●記載なし

顧客人名毎に、先ず前繰越金を書き出し、次に、売却した品名
（手拭い、大島紬等の呉服が主）を記載し、最後にその合計費用と
なっている。

原
本

竪
帳

1

３５９ １４２
Ⅱ
７

大正１０年１月
（１９２１年）

金銭出入帳
○竹内呉服店
●記載なし

大正10年1月1日より同年12月末までの各日毎の、金銭の出入や
天候を記す。

原
本

竪
帳

1

３６０ ４６８
Ⅱ
７

大正１０年９月
（１９２１年）

市中大福帳
大正10年9月改

○竹内商店
●記載なし

金谷町内の大福帳。本町、田町、峯村、古横帳、十五軒、天王、
中町、薮屋、市ヶ島、根岸、藤薮などの町名がみられる。又、魚半
をはじめ寺田製茶、川崎鉄工所などの名もみられる。

原
本

竪
帳

1

３６１ １８５
Ⅱ
７

大正１１年１月
（１９２２年）

判取帳
○竹内呉服店
●記載なし

大正11年1月より同14年12月31日迄の受取簿。
原
本

横
半
帳

1

３６２ １３８
Ⅱ
７

大正１１年１月
（１９２２年）

金銭出入帳
○（竹内）
●記載なし

大正11年1月より同年12月末迄の各日毎の金銭出入や天候等を
記す。

原
本

竪
帳

1

３６３ １１４
Ⅱ
７

大正１１年１月
（１９２２年）

本家出入帳
○竹内呉服店
●記載なし

大正11年1月より同12年12月1日迄の金銭出入帳。
原
本

竪
帳

1

３６４ ４６９
Ⅱ
７

大正１１年３月２５日
（１９２２年）

金谷郡部及隣村 大福帳
写

○竹内商店
●記載なし

金谷周辺の顧客の大福帳。二軒屋、湯日、切山、静谷原、牧之
原、最妙寺、東萩間、大沢原、朝生、富田、徳山村下泉、神座、相
賀、家山、葛籠、瀬沢、三ツ間、久野脇、上長尾、石風呂、住吉、
神戸、近松、静岡、草薙、朝鮮等広範囲の販路がみられる。

原
本

竪
帳

1

３６５ １４１
Ⅱ
７

大正１２年１月
（１９２３年）・亥

金銭出入帳
○㊇呉服店
●記載なし

大正12年1月1日より同年12月末日迄の、各日毎の金銭出入額や
天候等を記す。

原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

３６６ ４９７
Ⅱ
７

大正１２年３月
（１９２３年）

市中 大福帳
大正12年3月改

○竹内
●記載なし

金谷町内の商売、取引の内容が個人ごとに記されている。
原
本

竪
帳

1

３６７ １５４
Ⅱ
７

大正１２年３月
（１９２３年）

経費簿
○竹内呉服店
●記載なし

税金、利息、給料等、多種に分類され、日毎の金銭出入の状況を
記している。

原
本

竪
帳

1

３６８ １７０
Ⅱ
７

大正１２年１０月
（１９２３年）

仕入帳
○（竹内）
●記載なし

取引先との仕入状況や金銭出入が記されている。
原
本

横
半
帳

1

３６９ ５０８
Ⅱ
７

大正１２年１１月
（１９２３年）

大福帳
○（竹内）
●記載なし

切山地区を始め、農家へ売った呉服、小物、毛糸等の売掛帳。
原
本

竪
帳

1

３７０ ３５５
Ⅱ
７

大正１３年１月
（１９２４年）

大正13年1月 金銭出入帳
㊇竹内呉□□

○㊇竹内（呉服）
●記載なし

大正13年1月よりの金銭出入帳。
原
本

竪
帳

1

３７１ １８６
Ⅱ
７

大正１３年１月
（１９２４年）

判取帳
○竹内八百吉 勝手方
●記載なし

大正13年1月より、昭和3年2月25日までの金銭受取簿。
原
本

横
半
帳

1

３７２ １５２
Ⅱ
７

大正１３年１月
（１９２４年）

本家出入帳
○（竹内）
●記載なし

大正14年12月迄の、出入状況を記している。
原
本

竪
帳

1

３７３ ４９９
Ⅱ
７

大正１３年４月４日
（１９２４年）

五和村の部 大福帳
改済

○竹内商店
●記載なし

五和村の大福帳。牛尾、島、竹下、横岡、釜谷、城下、神尾、新
宿、谷北、志戸呂、大代、番生寺、高熊等の名がみられ、特に牛
尾地区の顧客が多い。

原
本

竪
帳

1

３７４ ４８４
Ⅱ
７

大正１３年７月
（１９２４年）

五和村之部 大福帳
○㊇竹内呉服店
●記載なし

反物の値段、仕立代金、残金が名前ごとに記されている。
原
本

竪
帳

1

３７５ １９９
Ⅱ
７

大正１３年１１月２５日
（１９２４年）

金谷郡部及隣村 大福帳
○記載なし
●記載なし

衣類・食品、その他、日用品等、得意先の多岐に亘る大福帳。
原
本

竪
帳

1

３７６ ４８５
Ⅱ
７

大正１３年
（１９２４年）

市内大福帳 大正13之年月
○㊇竹内呉服店
●記載なし

呉服や小物など一般の人達がずい分購入している。景気の良い
時期だったのだろう。

原
本

竪
帳

1

３７７ １３２
Ⅱ
７

大正１４年１月
（１９２５年）・乙丑

金銭出入帳
○㊇呉服店
●記載なし

大正14年1月1日より同年12月末日までの、各日ごとの金銭出入額
等と天候が記される。

原
本

竪
帳

1

３７８ ４７５
Ⅱ
７

大正１４年１月
（１９２５年）

大福帳
○㊇竹内呉服店
●記載なし

金谷の一部及び初倉地区から吉田までの商売、取引簿。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

３７９ ４７６
Ⅱ
７

大正１４年１月
（１９２５年）

大福帳
○㊇竹内呉服店
●記載なし

商品名、値段、氏名等が記され、種々の取引の様子が解る。
原
本

竪
帳

1

３８０ １１６
Ⅱ
７

大正１４年１月
（１９２５年）

判取帳
○㊇竹内呉服店
●記載なし

昭和3年8月27日迄の金銭の領収書。
原
本

横
半
帳

1

３８１ ４１８
Ⅱ
７

大正１４年３月
（１９２５年）

当座帳面
○丸八呉服店（裏表紙）
●記載なし

大正14年3月2日～同年10月9日迄の記録。購入者の名前、購入
品名（布、服類）とその金額が月日を追って記載されている。

原
本

横
帳

1

３８２ ４８０
Ⅱ
７

大正１４年
（１９２５年）

大正14年 市内大福帳 二
号

○竹内呉服店
●記載なし

反物値段、仕立値段、注文者の氏名が書かれている。
原
本

竪
帳

1

３８３ １３３
Ⅱ
７

大正１５年１月
（１９２６年）

金銭出入帳
○（竹内）
●記載なし

大正15年1月1日より同年12月末日迄の、各日ごとの金銭の出入
額等や天候が記されている。

原
本

竪
帳

1

３８４ １４５
Ⅱ
７

大正１５年１月
（１９２６年）

仕入帳
○（竹内）
●記載なし

始めに、1月10日久野商店より仕入れの物品・数量・代価等を記
し、以下、昭和2年5月30日迄を記載。

原
本

竪
帳

1

３８５ ２４６
Ⅱ
７

大正１５年１月１日
（１９２６年）

大正15年1月 本家出入帳
○記載なし
●記載なし

大正15年1月元日より同年12月末日迄の、本家に係る出納帳に
て、摘要は多岐に亘りその合計は3,209円10銭、これより不足分を
引き、差引金29円55銭と成っている。

原
本

竪
帳

1

３８６ ４８７
Ⅱ
７

大正１５年３月
（１９２６年）

大正15年3月 大福帳
○㊇竹内呉服店
●記載なし

北部全般、南部の一部の得意先へ販売した記録。
原
本

竪
帳

1

３８７ ５０５
Ⅱ
７

大正１５年３月
（１９２６年）

大正15年3月 大福帳
○㊇竹内呉服店
●記載なし

本帳は大井川右岸側筋の二軒屋、猪土居、鎌塚から初倉、吉田
村等を南部方面とした商いの為の大福帳にて、衣類等の得意先
帳と成っている。

　
原
本

竪
帳

1

３８８ ５１０
Ⅱ
７

大正１５年３月
（１９２６年）

大正15年3月 五和村之部
大福帳

○記載なし
●記載なし

大正15年3月の、五和村への呉服、小物の売掛帳。
原
本

竪
帳

1

３８９ １８
Ⅱ
７

大正１５年１０月７日
（１９２６年）

記　（時計受取証）
○東遠社
●平野屋：清助（時計師、横浜太田町四丁目）

「時計壱ッ内金10円也」。右の時計を預り、右預り証拠として10円を
渡します。

原
本

状 2

３９０ ２０２
Ⅱ
７

昭和２年１月１日
（１９２７年）・卯

昭和2年1月 金銭出入帳
○丸八呉服店
●記載なし

繰越金936円15銭。金銭の入出が書かれている、笹山医院入11円
50銭、岩田嘉七出33円25銭等、1月1日から31日迄書かれている。

原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

３９１ ４１７
Ⅱ
７

昭和２年１月
（１９２７年）

當座帳
（表紙破損につき判別不）

○帳面破損につき不明
●記載なし

この帳面は昭和2年1月より同年6月迄の帳面にて客体名、商品
名、金額等の記載からなり、客体別の計はあるが、総計の記載は
ない。

原
本

横
帳

1

３９２ １４７
Ⅱ
７

昭和２年２月
（１９２７年）

滞貸金控
○㊇竹内商店
●記載なし

始めに、2月末日の調べとして、各人貸金額を記し、末尾に昭和9
年度引落し分一覧を載せる、解消は墨線にて抹消してある。

原
本

竪
帳

1

３９３ ２４９
Ⅱ
７

昭和２年３月
（１９２７年）

昭和2年3月 大福帳 写
○（竹内呉服店）
●記載なし

南部の一部、北部全般（萩間、神谷城、菊川、東山、大長、伊久
美）等、他に1の部から7の部までの大福帳。

原
本

竪
帳

1

３９４ ２４２
Ⅱ
７

昭和２年３月
（１９２７年）

昭和2年3月 大福帳 写
○（竹内呉服店）
●記載なし

昭和2年3月より記載、商品の収入支出を記す。（家計も記載する）
原
本

竪
帳

1

３９５ ２４０
Ⅱ
７

昭和２年３月
（１９２７年）

昭和2年3月 大福帳
○（竹内呉服店）
●記載なし

販売先町村を6地区に分け、その一部の得意先名・販売品・数量・
代金の収入記録。

原
本

竪
帳

1

３９６ ２３８
Ⅱ
７

昭和２年３月
（１９２７年）

昭和2年3月 大福帳 写
○（竹内呉服店）
●記載なし

町内を6部に分けて、金銭の出し入れを記録してある。
原
本

竪
帳

1

３９７ ２３５
Ⅱ
７

昭和２年３月
（１９２７年）

昭和2年3月 五和の部 大福
帳 写

○（竹内呉服店）
●記載なし

五和村を7部に分けて、商品の収入支出を記録している。
原
本

竪
帳

1

３９８ １６３
Ⅱ
７

昭和２年６月
（１９２７年）

仕入帳
○（竹内）
●記載なし

取引先からの物品仕入、金銭状況を記している。
原
本

竪
帳

1

３９９ ５６９
Ⅱ
７

昭和２年７月
（１９２７年）

当座帳
○呉服店：丸八星
●記載なし

金谷町内の顧客が多いが、川根家山、下泉等の顧客もみられる。
さらに、牧之原の朝生、中村、三栗、初倉、切山、大沢原、下湯
日、神戸、神座など広範囲の当座帳。（表紙裏面に昭和2年7月よ
り同3年6月迄と記載）

原
本

横
帳

1

４００ １８４
Ⅱ
７

昭和２年８月
（１９２７年）・卯

昭和二年八月 金銭出入帳
○丸八星呉服店
●記載なし

繰越金737円37銭、石山巡査入6円等と金銭と共に天候が書かれ
ている。

原
本

竪
帳

1

４０１ ５１６
Ⅱ
７

昭和２年９月
（１９２７年）

　　　　　　仕立帳
（昭和2年9月より同3年11月
迄）

○記載なし
●記載なし

昭和2年9月より同3年11月までの着物、呉服の仕立てを記載して
ある。

原
本

横
帳

1

４０２ １５５
Ⅱ
７

昭和３年１月
（１９２８年）・戊辰

本家金銭出入帳
○静岡県金谷町：竹内八百吉
●記載なし

昭和3年1月1日より同年12月末日まで、各日毎に金銭の出入状況
を記す。

原
本

竪
帳

1

４０３ ３５３
Ⅱ
７

昭和３年１月
（１９２８年）・戊辰

昭和3年 仕入帳 戊申
○静岡県金谷町 ㊇呉服店 電話２３番
●記載なし

仕入と支出の帳簿。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

４０４ ２５０
Ⅱ
７

昭和３年１月
（１９２８年）

昭和3年大福帳 在方第1部
写

○（竹内呉服店）
●記載なし

南部方面、二軒家、切山、猪土居、吹木、鎌塚、他、大福帳第1
部。

原
本

竪
帳

1

４０５ ２４８
Ⅱ
７

昭和３年１月
（１９２８年）

昭和3年大福帳 市中第1部
○記載なし
●記載なし

大福帳、市中の第1部。新町、金性寺、本町、天王前、十五軒他の
大福帳。

原
本

竪
帳

1

４０６ ３５９
Ⅱ
７

昭和３年１月
（１９２８年）

判取帳
○㊇竹内呉服店
●記載なし

昭和3年、町内、近在に売った商品の集金帳。
原
本

横
半
帳

1

４０７ ２２８
Ⅱ
７

昭和３年１月
（１９２８年）

昭和三年一月 大福帳
五和ノ部

○記載なし
●記載なし

大福帳、内容は日計帳。五和村全般（分類） 1部 島村、潮村　2部
竹下　3部 横岡、釜谷　4部 新宿、谷北　5部大代　6部 万生寺　7
部 高熊、福用に分けられる。

原
本

竪
帳

1

４０８ ２３１
Ⅱ
７

昭和３年１月
（１９２８年）

昭和三年一月 大福帳
市中第ニ部

○記載なし
●記載なし

金谷にある町名を部ごとに分けて、商品販売の内容を記している。
1部方面 仲町　2部ヤブヤ　3部 市ヶ島　4部 八軒屋　5部 宮崎町
1，2丁目　6部 宮崎町、根岸。

原
本

竪
帳

1

４０９ ２３０
Ⅱ
７

昭和３年１月
（１９２８年）

昭和3年大福帳 在方第２部
○（竹内商店）
●記載なし

志太・榛原・小笠の町村を7部に分け、商品の売上げ、収入を記録
している。

原
本

竪
帳

1

４１０ １５３
Ⅱ
７

昭和３年３月
（１９２８年）

経費簿
○㊇竹内呉服店
●記載なし

税金・利息・臨時費等、多種に分類して経費の出入を記している。
原
本

竪
帳

1

４１１ １７８
Ⅱ
７

昭和３年８月
（１９２８年）・辰

昭和3年 金銭出入帳
戊申1月

○㊇呉服店
●記載なし

繰越金643円13銭、文子様前徳サン入30銭、商栄預り500円出な
どと、8月1日より31日までが書かれている。

原
本

竪
帳

1

４１２ ４９５
Ⅱ
７

昭和３年１１月
（１９２８年）

仕立帳
○株式会社 丸八星金谷本店
●記載なし

昭和3年11月より同5年6月迄の記録。呉服仕立値段及び反物値
段、注文者の氏名、仕上がりの日時等が記されている。

原
本

横
帳

1

４１３ １６７
Ⅱ
７

昭和３年
（１９２８年）・戊辰

本家経費簿
○（竹内）
●記載なし

喰食物・日用雑品・薪炭・電燈など多種に分類し、昭和3年3月より
の経費出入を記載してある。

原
本

竪
帳

1

４１４ １７９
Ⅱ
７

昭和４年
（１９２９年）・己巳

昭和四年 金銭出入帳
○八星呉服店
●記載なし

昭和4年1月元日 繰越金1,196円37銭、五條喜太郎138円98銭
入、五條の仕立代129円15銭出などと銭の出入を31日迄記してい
る。

原
本

竪
帳

1

４１５ ４６０
Ⅱ
７

昭和４年１月
（１９２９年）

大福帳 市内の部
○竹内
●記載なし

品物は呉服類、その売却金額を記し、顧客毎に月日を追ってまて
め、記録してある。

原
本

竪
帳

1

４１６ ４８１
Ⅱ
７

昭和４年１月
（１９２９年）

昭和4年1月 大福帳
在方の部

○竹内呉服店
●記載なし

反物、帯等の値段、仕立値段、注文者の氏名等、金谷町内から吉
田、萩間の辺りまで記されている。

原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

４１７ ２２５
Ⅱ
７

昭和４年１月
（１９２９年）

昭和四年一月 大福帳
五和村之部

○記載なし
●記載なし

五和地域へ呉服を販売した内容を記したもの。
原
本

竪
帳

1

４１８ ３５４
Ⅱ
７

昭和４年３月
（１９２９年）・巳

昭和４年 仕入帳 己巳4年
○記載なし
●記載なし

昭和4年3月より翌5年6月までの金銭出納帳。品名・数量・金額
等、収支を記載してある。

原
本

竪
帳

1

４１９ １９４
Ⅱ
７

昭和４年４月吉日
（１９２９年）

店員持出帳
○丸八星呉服店（浅原筆）
●記載なし

4月6日、忠斗、15反・・・月日、店員名、商品名が詳細に記されて
いる。店員は、忠斗、正、福平と3名記されている。

原
本

横
帳

1

４２０ ４８３
Ⅱ
７

昭和４年
（１９２９年）

昭和４年 大福帳 市内の
部 昭和6年4月まで

○竹内呉服店
●記載なし

呉服の仕立及び注文者の名前、残金などが記されている。
原
本

竪
帳

1

４２１ ５５５
Ⅱ
７

昭和４年
（１９２９年）

昭和4年、5年6月マデ
当座帳 第12月

○（丸八星呉服店）
●記載なし

6月1日・鈴木倹之助・3円45銭・ボイル・1反など、日付・氏名・金
額・品名・数量が列記されている。（裏面に昭和4年12月 丸八星呉
服店と記される）

原
本

綴
り

1

４２２ ３３
Ⅱ
７

昭和５年１月
（１９３０年）

店員持出帳
○㊇呉服店
●記載なし

1月11日より各店員の物品持出の記録。
原
本

横
帳

1

４２３ １８７
Ⅱ
７

昭和５年１月
（１９３０年）

判取帳
○遠州金谷町：㊇竹内呉服店
●記載なし

昭和5年1月11日より同8年12月31日までの金銭受取簿。
原
本

横
半
帳

1

４２４ ５２５
Ⅱ
７

昭和５年５月
（１９３０年）

昭和5年5月より6年8月まで
改済 大福帳 五和村の部

○株式会社本店 丸八星呉服店 店主：竹内八
百吉
●記載なし

売上明細帳。五和村を各地区毎に分け、地区、氏名、日付、商品
名、金額等が記されている。　竹下、黒田酒店、6年2月4日、黒錦
波女羽織仕立、16円55銭等。

原
本

竪
帳

1

４２５ ４９６
Ⅱ
７

昭和５年６月吉日
（１９３０年）

昭和5年6月吉日 仕立物帳
昭和6年

○丸八星呉服店
●記載なし

仕立値段及び反物の値段、注文者の氏名、仕上り日などが記され
ている。

原
本

横
帳

1

４２６ ４６１
Ⅱ
７

昭和５年
（１９３０年）

大福帳 在方之部
○竹内
●記載なし

顧客毎に呉服類、反物名、その値段が記されている。（昭和5年～
同6年8月迄）

原
本

竪
帳

1

４２７ ３９９
Ⅱ
７

昭和５年９月
（１９３０年）

昭和5年9月 仕入帳 改済
○記載なし
●記載なし

上部の欄外に仕入先の人名（会社名）が記され、その下の摘要欄
に品名、さらに代金が記されている。商売上の用語と思われる文字
が多い。

原
本

竪
帳

1

４２８ ２２７
Ⅱ
７

昭和５年
（１９３０年）

昭和五年ヨリ六年八月マデ
大福帳

○記載なし
●記載なし

川根方面、島田以東、他、町村を分け商品の売上げ、収入が記さ
れている。

原
本

竪
帳

1

４２９ ４３３
Ⅱ
７

昭和６年１月
（１９３１年）

当座帳
○㊇呉服店（裏表紙）
●記載なし

昭和6年1月5日～同年9月1日迄の記録。購入者の氏名、商品名
（布服類）とその金額が月日を追って記載されている。

原
本

横
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

４３０ １７５
Ⅱ
７

昭和６年１月１日
（１９３１年）

金銭出入帳
○静岡県金谷町：八星呉服店
●記載なし

昭和6年、1年間の金銭出納帳にて、得意先名、金額等の記述と
成っている。

原
本

竪
帳

1

４３１ ４５９
Ⅱ
７

昭和６年３月
（１９３１年）

昭和6年 諸員持出帳
○㊇丸八星　金谷町207欠
●記載なし

諸服（布）の持出先（人名）と品物名を具体的に記した帳面。
原
本

横
帳

1

４３２ ４８６
Ⅱ
７

昭和６年４月１８日
（１９３１年）

昭和6年 店員持出帳
○金谷町：丸八星呉服店 銀座通り
●記載なし

店員持出帳にて、店員と思われる名前と持ち出しの呉服の品々と
その数量の記述がある。

原
本

横
帳

1

４３３ ４６５
Ⅱ
７

昭和６年５月
（１９３１年）

昭和6年度5月 大福帳 写
市中の部 6年9月より8年8月
まで計帳へ出る

○竹内商店
●記載なし

金谷町内用の大福帳。坂、新町、田町、本町、天王町、峯村、十
五軒、仲町、藪屋、市ヶ島、八軒屋、宮崎町1，2、3、4、根岸、菅
沢、藤薮、冷田などの町名がみられる。

原
本

竪
帳

1

４３４ ４５８
Ⅱ
７

昭和６年９月
（１９３１年）

昭和6年9月 大福帳 川根
方面写 （6年9月より8年8月
まで 新帳付出す）

○（竹内呉服店）
●記載なし

川根筋6ヶ村、他、島田以東の顧客との売掛け、受取り状況を記帳
してある。

原
本

竪
帳

1

４３５ ４９３
Ⅱ
７

昭和６年９月
（１９３１年）

昭和6年 仕立物帳9月改済
（昭和7年10月4日まで）

○金谷町：八星呉服店
●記載なし

着物、小物、又、洋服などの仕立をして、広範囲に納めたものの
覚。

原
本

横
帳

1

４３６ ５０１
Ⅱ
７

昭和６年９月
（１９３１年）

昭和6年9月 大福帳 五和
の部 （6年9月より8年8月ま
で 新帳へ書）

○八星呉服店
●記載なし

売上明細帳。五和村を各地区毎に分け、氏名、地区、日付、商品
名、金額等が記されている。・・・鈴木広吉、牛尾、6年9月14日、白
オビ1本、7円50銭等。

原
本

竪
帳

1

４３７ ５２６
Ⅱ
７

昭和６年９月
（１９３１年）

昭和6年9月 大福帳 在方
の部 （6年9月より8年8月ま
で 新帳出す）

○（㊇竹内呉服店）
●記載なし

売上明細帳。近隣の地域を各地区毎に分け、地区名、氏名、日
付、品名、金額等が記されている。・・・猪土居、桜井鉄吉、8年6月
15日、中形1反、1円35銭等。

原
本

竪
帳

1

４３８ ５６７
Ⅱ
７

昭和６年
（１９３１年）

　　　昭和6年当座帳
（朱字で改印10月より7年2
月マデと記入あり）

○金谷町：八星呉服店（裏表紙）
●記載なし

各取引先と生地の寸法、金額が記されている。（裏面に、金谷町八
星呉服店 電23番と記されている。）

原
本

横
帳

1

４３９ ３３４
Ⅱ
７

昭和７年１月
（１９３２年）

（金銭出納帳）
○記載なし
●記載なし

日用雑貨をはじめ生活用品もすべて合算されている。
原
本

竪
帳

1

４４０ ３５０
Ⅱ
７

昭和７年１月
（１９３２年）

昭和7年1月金銭出入兼賄
帳

○記載なし
●記載なし

金銭の出入及び賄帳。
原
本

竪
帳

1

４４１ １６２
Ⅱ
７

昭和７年１月
（１９３２年）

金銭出入帳
○金谷町2078：丸八星呉服店
●記載なし

昭和7年1月1日より12月末日まで、各日毎に、天候、金銭の出入
状況を記す。

原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

４４２ ４１１
Ⅱ
７

昭和７年２月
（１９３２年）

当座帳
○金谷町：丸八星呉服店（裏表紙）
●記載なし

昭和7年2月6日～同年6月23日の記録。請入者の名前、請入品
（服類）とその金額が月日を追って記載されている。

原
本

横
帳

1

４４３ ４００
Ⅱ
７

昭和７年６月
（１９３２年）

当座帳
○金谷町：竹内
●記載なし

昭和7年6月～同8年1月までの記録。氏名、商品名、金額等の記
述からなり、その計は氏名別の計となり、総計の記述はない。

原
本

横
帳

1

４４４ ３７７
Ⅱ
７

昭和７年７月
（１９３２年）

昭和7年1月 仕入帳
○記載なし
●記載なし

仕入先名、品名、金額等が詳細に記されている。八杖、尾藤、中
村、横田、村山よりサル又 1打 2円18銭、キャラコ鯛 1疋 6円55銭
等。

原
本

竪
帳

1

４４５ ４７９
Ⅱ
７

昭和７年１０月
（１９３２年）

昭和7年10月吉日 仕立物
帳 昭和8年12月8日まで

○㊇竹内呉服店
●記載なし

呉服の仕立物の注文が記されている。
原
本

横
帳

1

４４６ １８０
Ⅱ
７

昭和７年１０月吉日
（１９３２年）

品貸帳
○八星呉服店 金谷町宮崎町
●記載なし

町内は勿論、町外へも販売している。川根地方の地名 柿下延恵、
家山 鈴木酒店、地名 中原、相良 大角病院など広く販売してい
る。

原
本

横
帳

1

４４７ ４１５
Ⅱ
７

昭和８年１月１日
（１９３３年）

当座帳
○浅原
●記載なし

昭和8年1月より6月迄の当座帳。月日・氏名・品名・金額が記入さ
れている。金谷町内は勿論、町外へも広く展開している。福用、家
山、葛籠、西萩間、住吉、相良までの地名がみられる。

原
本

横
帳

1

４４８ １８１
Ⅱ
７

昭和８年１月
（１９３３年）

店員持出帳
○竹内呉服店
●記載なし

雄作、正、忠平、勇作の4名の店員が販売し、その商品名等が記さ
れている。販売係りが竹内りつで、竹内家の者と思われる。

原
本

横
帳

1

４４９ １５８
Ⅱ
７

昭和８年１月
（１９３３年）

金銭出入帳
○静岡県金谷町2078：㊇八星呉服店
●記載なし

昭和8年1月1日より同年12月末日まで、各日毎に天候や金銭の出
入り状況を記している。

原
本

竪
帳

1

４５０ ３５
Ⅱ
７

昭和８年６月２３日
（１９３３年）

店員持出帳
○八星呉服店販売部
●記載なし

昭和8年6月23日よりの店員物品持出の記録。
原
本

横
帳

1

４５１ ４０４
Ⅱ
７

昭和８年６月
（１９３３年）

当座帳
○金谷町：八星呉服店
●記載なし

昭和8年6月から同年12月迄の記録。氏名、商品名、金額等が記さ
れ、氏名毎の合計は有るが、総計は記されていない。

原
本

横
帳

1

４５２ ４６６
Ⅱ
７

昭和８年８月
（１９３３年）

　昭和8年8月 南部1号 写
昭和8年8月より同12年3月ま
で新帳付出し

○竹内呉服店
●記載なし

南部地区の顧客名簿第1号。六本松、大沢、庄田、大曲、仁田辻、
朝比奈、小松、大久保、丸尾、松本、白井、萩間、男神、中西、黒
子、相良まで販路は広がっている。

原
本

竪
帳

1

４５３ ４６７
Ⅱ
７

昭和８年８月
（１９３３年）

昭和8年8月 川根方面 改済
昭和8年8月より同12年3月ま
で新帳付出し

○竹内呉服店
●記載なし

川根方面の顧客名簿。福用、高熊、家山、笹間、地名、下泉、堀
之内以西、島田以東は、一本松、伊太、栃山等、川根筋と島田の
一部にまで販路は広がっている。

原
本

竪
帳

1

４５４ ４７０
Ⅱ
７

昭和８年８月
（１９３３年）

昭和8年8月 南部貮号 島
田．西部方面 昭和8年8月
より同10年8月まで

○㊇竹内呉服店
●記載なし

売上明細帳。島田方面、西武方面と記され、地区ごとに分けられ、
氏名・地区・日付・品名・金額などが記されている。・・・大塚作平・
中村・10年3月26日・レーヨン1丈5尺・1円5銭など。

原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

４５５ ４７１
Ⅱ
７

昭和８年８月
（１９３３年）

　昭和8年8月 市中の部
昭和8年8月より10年10月ま
で 改済

○八星（㊇竹内呉服店）
●記載なし

売上明細帳。金谷町内が地区ごとに分けられ、氏名・日付・品名・
金額等が記されている。・・・本町向山・佐塚文化堂・10年6月3日・
婦人クラブA 1反・2円等。

原
本

竪
帳

1

４５６ ４７２
Ⅱ
７

昭和８年８月
（１９３３年）

　昭和8年8月 五和之部
昭和8年8月より同10年8月ま
で 金谷町㊇呉服店 電話
（23番）

○金谷町：㊇呉服店
●記載なし

売上明細帳。五和が地区ごとに分けられ、氏名・地区・日付・品
名・金額等が記されている。・・・加納医院・牛尾・9年7月6日・タオ
ルフトン 1枚・2円85銭等。

　
原
本

竪
帳

1

４５７ １９３
Ⅱ
７

昭和８年８月１２月３１日
（１９３３年）

店員持出帳
○静岡県金谷町 呉服反物八星呉服店：係 竹
内里津
●記載なし

昭和8年12月より同9年9月28日までの店員による衣類持出帳に
て、店員名及び品名、数量等の記載がある。

原
本

横
帳

1

４５８ ４１０
Ⅱ
７

昭和８年８月１２月
（１９３３年）

當座帳
○㊇呉店
●記載なし

昭和8年12月から同9年9月迄の記録。氏名、商品名、金額等が記
され、氏名毎の合計は有るが、総計は記されていない。

原
本

横
帳

1

４５９ ４９４
Ⅱ
７

昭和８年８月
（１９３３年）

昭和8年12月 仕立物帳
○金谷町宮崎町：㊇竹内呉服店
●記載なし

呉服の仕立代金及び注文者の氏名が顧客ごとに記されている。金
谷町以外に神座などもある。

原
本

横
帳

1

４６０ １６６
Ⅱ
７

昭和８年
（１９３３年）

本家経費簿
○（竹内）
●記載なし

昭和8年3月よりの経費出入を喰食物、日用雑品など多種に分類し
て記載してある。

原
本

竪
帳

1

４６１ １８９
Ⅱ
７

昭和９年１月１日
（１９３４年）

判取帳
○金谷町：㊇呉服店
●記載なし

昭和9年1月1日より同年12月31日までの金銭の受取簿。
原
本

横
半
帳

1

４６２ １７３
Ⅱ
７

昭和９年１月１日
（１９３４年）

金銭出入帳
○竹内呉服店
●記載なし

昭和9年1月1日より1年間の多岐に亘る金銭出納簿にて、得意先
名簿の記述からなる。

原
本

竪
帳

1

４６３ ４８２
Ⅱ
７

昭和９年４月
（１９３４年）

在方 大福帳
○竹内呉服店
●記載なし

呉服の仕立値段、反物値段、注文者の氏名など、中川根、金谷
町、大長村、藤枝まで広範囲に記載されている。

原
本

竪
帳

1

４６４ ３７８
Ⅱ
７

昭和９年８月
（１９３４年）

昭和9年8月 仕入帳
○記載なし
●記載なし

昭和9年8月より同11年11月までの仕入帳にて、商店名及び商品
名が多岐に亘り記載されている。

原
本

竪
帳

1

４６５ ４０５
Ⅱ
７

昭和９年９月
（１９３４年）

当座帳
○㊇呉服店（裏表紙）
●記載なし

昭和」9年9月24日から同10年5月31日迄の記録。氏名、品名、金
額等が月日を追って記載されている。

原
本

横
帳

1

４６６ ３２
Ⅱ
７

昭和９年９月
（１９３４年）

商品持出控帳
○（竹内）
●記載なし

9月29日より、各人ごとに商品の持出内容、数量等を記してある。
原
本

横
帳

1

４６７ ２０５
Ⅱ
７

昭和１０年１月１日
（１９３５年）

金銭出入兼賄帳
○（竹内）
●記載なし

昭和10年1月1日より同13年12月31日まで。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

４６８ １７２
Ⅱ
７

昭和１０年１月
（１９３５年）・乙亥

昭和10年1月 金銭出入帳
○八星呉服店
●記載なし記載なし

繰越金361円50銭、1日休業、浅原へ－3円入、他が記される。
原
本

竪
帳

1

４６９ ５２８
Ⅱ
７

昭和１０年６月
（１９３５年）

昭和10年6月吉日 当座帳
㊇改済 昭和10年6月より11
年6月まで

○㊇呉服店
●記載なし

呉服、小間物、その他オーバーコートなども商っていた様だ。衣服
など新調した時の嬉しそうな様子などが感じられる。

原
本

横
帳

1

４７０ ４６４
Ⅱ
７

昭和１０年９月
（１９３５年）

　昭和10年9月 南部2号 写
昭和10年9月より同12年4月
まで出す 改済

○竹内呉服店
●記載なし

顧客を地域ごとに記載している。神谷城、富沢、倉沢、猪土居、最
妙寺、三栗、切山、宮下、相生、中村、初倉村、船木、大長村、吉
田、坂部など販路が広範囲に及んでいる。

原
本

竪
帳

1

４７１ ２４５
Ⅱ
７

昭和１０年９月
（１９３５年）

　昭和10年9月 五和の部
昭和10年9月より同12年4月
まで 改済 写

○竹内呉服店
●記載なし

五和地区の得意先の注文記録。月日、注文品名、代金等が地区
毎に記載されている。

原
本

竪
帳

1

４７２ ４７４
Ⅱ
７

昭和１０年１１月
（１９３５年）

　昭和10年9月 市中の部
昭和10年9月より同12年4月
まで 新帳へ出す ㊇ 写

○竹内呉服店
●記載なし

金谷町内の商売取引、商品の値段、各氏名、残額などが記載され
ている。

原
本

竪
帳

1

４７３ ２０１
Ⅱ
７

昭和１１年１月
（１９３６年）

金銭出入帳 竹内呉服店
○記載なし
●記載なし

金銭入方は人名多く、出方は静岡銀行、外、印紙料、送金料まで
記載されている。

原
本

竪
帳

1

４７４ ５７０
Ⅱ
７

昭和１１年６月吉日
（１９３６年）・子

　　当座帳 ㊇改印
11年6月ヨリ12年6月14日マ
デ

○㊇呉服店
●記載なし

昭和11年6月から同12年6月までの呉服を主とした売上帳にて、品
名、金額、得意先指名等が列記されている。

原
本

横
帳

1

４７５ ４３２
Ⅱ
７

昭和１１年７月
（１９３６年）

仕立帳
○㊇呉服店 仕立部
●記載なし

昭和11年7月より同12年8月迄の記録。氏名、仕立名、その金額等
が記され、氏名毎の合計は有るが、総計は記されていない。

原
本

横
帳

1

４７６ １６４
Ⅱ
７

昭和１１年１２月
（１９３６年）

仕入帳
○㊇竹内呉服店
●記載なし

取引先からの物品の仕入、金銭の出入り状況を記している。
原
本

竪
帳

1

４７７ １７６
Ⅱ
７

昭和１２年１月
（１９３７年）

金銭出入帳
○竹内呉服店（丸八星）
●記載なし

12年1月1日よりの品物の入方、金額、出方等が記されている。1月
合計879，53　2月合計1281，43　3月合計1769，65（単位不明）な
ど、広範囲の販路と成っている。

原
本

竪
帳

1

４７８ １５１
Ⅱ
７

昭和１２年３月
（１９３７年）・丁丑

本家経費簿
○（竹内）
●記載なし

喰食物、日用雑品、薪炭、電燈など多種に分類され、出入状況が
記されている。

原
本

竪
帳

1

４７９ ２３７
Ⅱ
７

昭和１２年４月
（１９３７年）

昭和12年4月 南部1号 川
根方面 昭和12年4月より同
14年8月まで ㊇写

○記載なし
●記載なし

昭和12年4月よりの川根方面への商い。家計簿も記入されている
箇所もある。

原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

４８０ ２４４
Ⅱ
７

昭和１２年５月
（１９３７年）

　　昭和12年5月 五和の部
昭和12年5月より同14年8月
まで 改済 ㊇写

○㊇竹内呉服店
●記載なし

五和地区の得意先の記録。牛尾、竹下、横岡、新宿、大代、各地
区の氏名と注文服、代金等が記されている。

原
本

竪
帳

1

４８１ ２３６
Ⅱ
７

昭和１２年５月
（１９３７年）

昭和12年5月 南部2号 ㊇
○記載なし
●記載なし

昭和12年5月の菊川、東山方面の収入、支出が記載されている。
原
本

竪
帳

1

４８２ ５０３
Ⅱ
７

昭和１２年５月
（１９３７年）

昭和12年5月 市中之部
○㊇竹内呉服店
●記載なし

昭和12年5月より同14年4月までの町内に於ける呉服商い帳にて、
品名、数量及び金額、氏名等が記載されている。

原
本

竪
帳

1

４８３ ３８２
Ⅱ
７

昭和１２年６月
（１９３７年）

當座帳
○記載なし
●記載なし

昭和12年6月より同13年6月までの記録。氏名、金額、要件が多岐
に亘り記載されている。

原
本

横
帳

1

４８４ １７７
Ⅱ
７

昭和１３年１月
（１９３８年）

金銭出入帳
竹内呉服店

○記載なし
●記載なし

1月1日から12月31日までの記録。金銭出入の他に毎日の天候も
記載されている。

原
本

竪
帳

1

４８５ １２３
Ⅱ
７

昭和１３年４月
（１９３８年）

中小商業の更生と商業組
合精神

○静岡県商工課、静岡県商業組合協会
●各組合員

商業組合精神。同制度の概要をあげ、これに翌月出版の「新商人
道問答」の知らせが載っている。

原
本

竪
・
状

2

４８６ ４７３
Ⅱ
７

昭和１３年８月
（１９３８年）

昭和13年8月 仕立帳
13年8月より15年12月まで
㊇改済

○竹内呉服店
●記載なし

金谷町内での商売記録。仕立物の寸法や仕上値段、依頼人の氏
名等が記載されている。

原
本

横
帳

1

４８７ １００
Ⅱ
７

昭和１３年１０月１日
（１９３８年）

静岡県公定最高販売価
格

○静岡県知事：飯沼一省
●金谷町呉服店

現下一段と物価抑制の必要により、販売価格を指定し告示する。
原
本

竪
帳

1

４８８ １２０
Ⅱ
７

昭和１３年10月２０日
（１９３８年）

静岡県公定物品販売価
格

○静岡県知事：飯沼一省
●（竹内）

静岡県告示第891号。綿製品以下の諸物品価格の一覧。
原
本

竪
帳

2

４８９ ９８
Ⅱ
７

昭和１３年10月
（１９３８年）

物資動員関係業者懇談
要項

○静岡県警察部保安課
●（竹内）

物資動員関係業者に対する統制。輸出入品等に関する臨時措置
法案成立による。

原
本

竪
帳

1

４９０ １２１
Ⅱ
７

昭和１３年1１月１日
（１９３８年）

静岡県公定最高販売価
格（第3号）

○静岡県
●（竹内）

静岡県告示第931号。以下、昭和13年11月14日の商工省告示第
336号までを載せる。

原
本

竪
帳

1

４９１ １１８
Ⅱ
７

昭和１３年1２月
（１９３８年）

安売断行
（チラシ）

○榛原郡呉服太物小売商業組合
●各位

長期聖戦下における経済界大変革による各業共営業方針の改
善。「安売断行」を謹告。

原
本

状 1

４９２ ２１１
Ⅱ
７

昭和１４年1月
（１９３９年）・乙卯

金銭出入兼賄帳
○（竹内）
●記載なし

昭和14年1月1日より同15年12月31日までの領収書等の貼付があ
る。

原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

４９３ ２００
Ⅱ
７

昭和１４年1月
（１９３９年）

金銭出入帳
竹内呉服店

○記載なし
●記載なし

1月1日から12月31日まで記載。入金と出金を分けて摘要欄を設け
る、入金欄は人物名、出金欄は三十五銀行の名が目立つ。

原
本

竪
帳

1

４９４ １３４
Ⅱ
７

昭和１４年４月１８日
（１９３９年）

第一種物品受入帳
○（竹内）
●記載なし

昭和14年4月18日より同18年1月30日までの物品の受入れ。後
半、販売帳を綴る。

原
本

竪
帳

1

４９５ １１９
Ⅱ
７

昭和１４年５月１日
（１９３９年）

静岡県公報一覧表
○静岡県知事：小浜八弥
●八星呉服店主事：竹内栄一（仕入部長）

静岡県告示第387号による物品販売最高価格一覧。国民精神総
動員週間。

原
本

竪
帳

1

４９６ ４７７
Ⅱ
７

昭和１４年５月
（１９３９年）

　昭和14年5月 市中の部
昭和14年5月より同16年8月
まで ㊇改済 写

○竹内商店
●記載なし

金谷町内の売上明細帳。品名、金額、氏名等が記載されている。
原
本

竪
帳

1

４９７ ９４
Ⅱ
７

昭和１４年８月５日
（１９３９年）

米沢織物公定価格表
○米沢織物同業組合
●（竹内）

山形県地方物資委員会決定。
原
本

竪
帳

1

４９８ ９３
Ⅱ
７

昭和１４年８月
（１９３９年）

足利織物標準最高販売
価格表（第ニ、三）

○足利織物同業組合
●（竹内）

人絹織物之部、栃木県告示。
原
本

横
半
帳

2

４９９ ９９
Ⅱ
７

昭和１４年９月１８日
（１９３９年）

呉服物届
○榛原郡金谷町：竹内栄一㊞
●静岡県知事：小浜八弥

はじめに受付印「静岡県金谷警察署」あり、別紙に総数計表あり。
原
本

竪
帳

1

５００ ４５０
Ⅱ
７

昭和１４年９月
（１９３９年）

　昭和14年 南部2号 第9月
昭和14年9月より同16年8月
まで

○（㊇竹内呉服店）
●記載なし

売上の明細帳。近隣の地域ごとに分け、氏名・地区・日付・品名・
金額が列記されている。・・・東山菊川・杉山庄八・東山・14年4月・
トンビ1枚・38円80銭等。

原
本

竪
帳

1

５０１ ４７８
Ⅱ
７

昭和１４年９月
（１９３９年）

　昭和14年9月 五和の部
昭和14年9月より同16年8月
まで ㊇改済

○竹内呉服店
●記載なし

売上の明細帳。タビ、呉服、合羽など商品名と金額、氏名などが記
されている。

原
本

竪
帳

1

５０２ １５０
Ⅱ
７

昭和１４年９月
（１９３９年）

南部川根方面 壱号
○㊇竹内呉服店
●記載なし

各地区ごとの取引先との金銭の出入り。
原
本

竪
帳

1

５０３ ９５
Ⅱ
７

昭和１４年１２月
（１９３９年）

青少年の雇入制限解説
○島田職業紹介所
●（竹内）

解説書の外、認可申請書がある。本令違反は国家総動員法により
諸罰。

原
本

状 1

５０４ ２０６
Ⅱ
７

昭和１５年１月
（１９４０年）

金銭出入帳
○㊇竹内呉服店
●記載なし

昭和15年1月1日より同年12月31日まで。
原
本

竪
帳

1

５０５ １３７
Ⅱ
７

昭和１５年１月
（１９４０年）

仕入帳
○㊇竹内呉服店
●記載なし

昭和15年1月1日よりの物品仕入状況を、12月末日までを記す。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

５０６ ９６
Ⅱ
７

昭和１５年２月
（１９４０年）

青少年の雇入制限令の
施行に就いて

○厚生省職業部
●（竹内）

国家総動員法の規定により、青少年の雇入制限令を制定、3月1
日より実施。

原
本

竪
帳

1

５０７ ９７
Ⅱ
７

昭和１５年７月
（１９４０年）

友禅村建設計画書
○京都友禅工業代行株式会社
●（竹内）

建設計画書、振興会規約、会社定款、株主名簿、地方特約店取
扱規定、特典などを含む。

原
本

竪
帳

1

５０８ １２５
Ⅱ
７

昭和１５年９月１９日
（１９４０年）

禁制繊維製品在庫品中
比較的奢侈的ナラズトノ
認定標準（案）

○物価局
●記載なし

認定標準の項目、及び「認定品目種類と認定料」一覧を記す。
原
本

状 1

５０９ ５６５
Ⅱ
７

昭和１５年１１月
（１９４０年）・申

　　　　　　当座帳
改印 昭和15年11月ヨリ昭和
16年12月マデ（朱字）

○記載なし
●記載なし

金谷町内の顧客が多数を占めているが、島田市神座から牧之原
静谷、三栗、五和、大代などの顧客の名もみられる。川根地方の
人名はみられない。

原
本

横
帳

1

５１０ １４８
Ⅱ
７

昭和１５年１２月１６日
（１９４０年）

工場用作業衣受払報告
書

○静岡県繊維製品小売商業組合連合会榛原
郡支部 配番12 金谷町配給所
●（竹内）

昭和15年12月16日第1回分から同18年2月18日迄の報告書。この
他、配給簿等があり、「記念の為保存」とある。

原
本

竪
帳

一
括

５１１ ５２４
Ⅱ
７

（昭和）１５年１２月
（１９４０年）

仕立物帳
○㊇呉服店
●記載なし

昭和15年12月より同16年9月までの仕立帳にて、生地の品名、身
丈等に合わせた寸法及び客名の記載がある。

原
本

横
帳

1

５１２ １８３
Ⅱ
７

昭和１５年
（１９４０年）

仕切書
○記載なし
●竹内

昭和15年度の仕切書一括。昭和16年1月23日付中外商業新聞紙
にて包まれている。

原
本

状
一
括

５１３ ２０７
Ⅱ
７

昭和１６年１月１日
（１９４１年）

金銭出入帳
○（竹内）
●記載なし

昭和16年1月1日より同年9月30日まで。
原
本

竪
帳

1

５１４ ３７６
Ⅱ
７

昭和１６年７月１５日
（１９４１年）

特殊製品及農漁村作業
衣仕入仕切書 金谷配給
所

○金谷配給所
●記載なし

工場用作業衣、農山漁村作業衣等の発送明細書や入荷報告書
が綴られている。　男ズボン（中）3円45銭、女子スカート3円10銭等
（賣値）。

原
本

綴
り

1

５１５ １３９
Ⅱ
７

昭和１６年９月
（１９４１年）

市中之部
○㊇竹内呉服店
●記載なし

金谷町内の取引先との金銭出入状況が記されている。
原
本

竪
帳

1

５１６ １３６
Ⅱ
７

昭和１６年９月
（１９４１年）

五和之部
○㊇竹内呉服店
●記載なし

五和の各地区取引先との金銭出入状況が記されている。
原
本

竪
帳

1

５１７ １４９
Ⅱ
７

昭和１６年９月
（１９４１年）

南部二号
○㊇竹内呉服店
●記載なし

南部各地区の取引先との金銭出入状況が記されている。
原
本

竪
帳

1

５１８ ２０８
Ⅱ
７

昭和１６年１０月
（１９４１年）

金銭出入帳
○（竹内）
●記載なし

昭和16年10月2日より同年12月31日まで。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

５１９ ２１４
Ⅱ
７

昭和１６年
（１９４１年）

昭和十六年度仕切書
○（竹内）
●記載なし

仕切書一括。（袋入り）
原
本

状 1

５２０ ２１０
Ⅱ
７

昭和１７年１月吉日
（１９４２年）

金銭出入簿
○丸八星呉服店
●記載なし

昭和17年1月1日より、同年10月8日まで。これに、同17年11月の
「金銭出入兼賄帳」（表紙のみ）がある。

原
本

竪
帳

1

５２１ ５６３
Ⅱ
７

昭和１７年１月
（１９４２年）

昭和17年 当座帳 1月吉詳
○金谷町宮崎町：はちぼし呉服店
●記載なし

はちぼし呉服店に係る昭和17年1月から同19年6月30日までの当
座帳にて、呉服類の品名、金額、得意先指名等が列記されてい
る。

原
本

横
帳

1

５２２ ２０９
Ⅱ
７

昭和１７年１０月
（１９４２年）

金銭出入帳
○丸八星呉服店
●記載なし

昭和17年10月9日より同年12月31日まで。
原
本

竪
帳

1

５２３ ２１２
Ⅱ
７

昭和１８年１月
（１９４３年）

金銭出入帳
○丸八星呉服店
●記載なし

昭和18年1月1日より、本日仕業とある。
原
本

竪
帳

1

５２４ １３５
Ⅱ
７

昭和１８年３月５日
（１９４３年）

物品税販売帳
○（竹内）
●記載なし

昭和18年3月5日より同19年2月15日までの物品税販売の記録。
原
本

竪
帳

1

５２５ １２７
Ⅱ
７

昭和１８年５月１９日
（１９４３年）

（染物受注台帳）
○（竹内）
●記載なし

はじめに、勝間田村松田亀太郎よりの染物受注状況を記し、以
下、55号昭和19年までの状況が記される。

原
本

竪
帳

1

５２６ １３１
Ⅱ
７

昭和１８年７月２３日
（１９４３年）

特別行為税台帳
○金谷㊇呉服店（竹内）
●松田亀太郎、他

品名、数量、加工料金、税額等を記す。これに、納品伝票を付す。 　
原
本

竪
・
横
半

2

５２７ １２２
Ⅱ
７

昭和１８年８月９日
（１９４３年）

配給品仕切書
○榛原繊維製品小売商業組合第3支部
●竹内栄一

昭和18年8月9日をはじめとして、同19年2月23日迄の配給品仕切
書。

原
本

横
帳

1

５２８ １４４
Ⅱ
７

昭和１８年１０月
（１９４３年）

金銭出入帳
○（竹内）
●記載なし

昭和18年10月より同21年1月まで各日毎に、天候、金銭出入状況
等が記される。

原
本

竪
帳

1

５２９ １１７
Ⅱ
７

昭和１８年
（１９４３年）

衣料品譲受譲渡在庫高
台帳

○（竹内）
●記載なし

昭和18年分の在庫高の記録。
原
本

横
帳

1

５３０ １２８
Ⅱ
７

昭和１９年２月１６日
（１９４４年）

物品税買入帳
○（竹内）
●記載なし

昭和19年2月16日より同年6月23日迄の物品税買入の記録。
原
本

竪
帳

1

５３１ １４０
Ⅱ
７

昭和１９年４月２２日
（１９４４年）

発送報告書配給品
○榛原繊維製品小売商業組合第三支部
●竹内栄一

繊維製品配給の伝票。
原
本

横
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

５３２ ６６６
Ⅱ
７

（明治）６月２日 記
○魚精
●竹内九右衛門

5月30日、酒2升、さしみ他、53銭9厘5毛を受取。
原
本

状 1

５３３ ６６７
Ⅱ
７

（明治）６月１６日
辰

記
○平口や市右衛門㊞ （遠州金谷横町 平口
屋）
●九右衛門

金40銭、蘭布（ランプ）、他の代金を受取る。他に同様の記が1つあ
る。

原
本

状 2

５３４ ５９７
Ⅱ
７

（明治）６月２８日 書状
○田八
●竹内九右衛門

おばあ様、なにも御障りなく、との様子伺い、後半に送り状。他に、
下り注文が1つ、記が1つあり。

原
本

状 3

５３５ ６６８
Ⅱ
７

（明治）７月１日 記
○榊太㊞ （遠州金谷宮崎町榊太）
●御上

6月14日、680文 さしみ代 他、金49銭余を受取。
原
本

状 1

５３６ ６６９
Ⅱ
７

（明治）７月５日 証
○村松吉□□㊞ （遠州金谷村吉）
●宮崎町：竹内九右衛門

諸品代、〆て金26銭8厘を受取。
原
本

状 1

５３７ ６０８
Ⅱ
７

（明治）７月２５日 證
○片生みや市左衛門㊞
●横町

金14円60銭 祭提灯代、先日、金5円を受取、差引9円60銭。他に
記が3つある。

原
本

状 4

５３８ ６０９
Ⅱ
７

（明治）８月１８日 記
○竹半
●竹内九右衛門

3月26、25日の手ランプ、銭箱代として、金子20銭5厘を受取。
原
本

状 1

５３９ ６７０
Ⅱ
７

（明治）９月９日 書状
○はつ
●竹九

はつより旦那宛の手紙。わらぞうり4足、10膳はしのうけとり等のやり
とり。（封筒入り）

原
本

状 1

５４０ ６１０
Ⅱ
７

（明治）９月１１日 記
○横町：平口徳平㊞
●欠損

金17銭5厘の石油代金を受取。
原
本

状 1

５４１ ６７５
Ⅱ
７

（明治）９月１２日 記
○田八㊞ （遠州金谷横町㊇田中屋）
●石栄

8月9日、金2銭を糠2升代、他に金8銭を請取。
原
本

状 1

５４２ ６１３
Ⅱ
７

（明治）９月１２日 記
○明石屋上店㊞ （遠州金谷横町明石屋）
●上様

金1円66銭3厘を品物代金として受取。
原
本

状 1

５４３ ６１１
Ⅱ
７

（明治）９月１２日 記
○吉田屋直吉
●七寿軒

色扇子、三味糸の代金として23銭6厘を受取。
原
本

状 1

５４４ ６１２
Ⅱ
７

（明治）９月１２日 記
○京屋文右衛門㊞ （遠州金谷本伝馬 文京
屋）
●横町定小屋御講衆

金2円56銭5厘を品物代金として請取。
原
本

状 1

５４５ ６７３
Ⅱ
７

（明治）９月１２日 記
○村作
●竹内

金6銭 もじ2尺、他の代金19銭4厘を受取。
原
本

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

５４６ ６７４
Ⅱ
７

（明治）９月１２日 キ
○榊太㊞ （遠州金谷宮崎町榊太）
●御上

9月2日 3貫950文 ろうそく他、〆金1円58銭を受取。
原
本

状 1

５４７ ６７２
Ⅱ
７

（明治）９月１２日 （記）
○中町：大代や
●竹内九右衛門

9月29日から10月8日まで、わらじ代金等を受取。
原
本

状 1

５４８ ６７１
Ⅱ
７

（明治）９月１２日 記
○森屋嘉一㊞
●請元

8月8日、わらじ、ほうきん、半紙等、諸品代金を請取。
原
本

状 1

５４９ ６７６
Ⅱ
７

（明治）９月１４日 記
○中茶屋
●横町：九右衛門

10日 10銭酒5合、同8銭さかな代を請取。
原
本

状 1

５５０ ６７７
Ⅱ
７

（明治）９月２９日 記
○平口や市右衛門㊞ （遠州金谷河原町平口）
●九右衛門

9月10日 金13銭5厘、蘭布代を受取。他に、記が2つある。
原
本

状 3

５５１ ６１４
Ⅱ
７

（明治）９月 記
○田中屋八百吉㊞ （遠州金谷横町㊇田中屋）
●松尾伊右衛門  竹内九右衛門

金1円83銭7厘を品物代金として請取。
原
本

状 1

５５２ ６７８
Ⅱ
７

（明治）１１月２１日 記
○平口や平吉㊞
●竹九

15日 左束1枚代金、他、諸品代金を請取。
原
本

状 1

５５３ ６１５
Ⅱ
７

（明治）１１月２５日 記
○田中屋八百吉㊞ （遠州金谷横町㊇田中屋）
●渥美磯平

金8円26銭1厘、内2円73銭8厘受取。金5円52銭3厘を請求。
原
本

状 1

５５４ ６７９
Ⅱ
７

（明治）１２月 記
○村仁
●九右衛門

9月9日 ろうそく18本入り2箱、代金72銭を請求。
原
本

状 1

５５５ ６８０
Ⅱ
７

（明治）２３日 記
○中茶屋
●七寿軒御連

23日 酒1升18銭、他、〆て62銭を請取。
原
本

状 1

５５６ ６８２
Ⅱ
７

（明治） 覚
○幸一郎㊞
●上

9月8日 金4銭4厘、このり2丈、この他、〆て5銭9厘を受取。
原
本

状 1

５５７ ６８３
Ⅱ
７

（明治） 記
○記載なし
●記載なし

酒、塩代金等の記述。㊞は「酒造方田中組」とある、後半は欠損。
原
本

状 1

５５８ ６８１
Ⅱ
７

（明治） 御紙煙草入品々
○江戸橋四日市：竹屋清蔵
●（竹内家）

煙草入品々の紙袋。
原
本

袋 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

５５９ ６１７
Ⅱ
７

（明治） 記
○中町：沖幸八㊞ （遠金仲町沖幸）
●御中

金4円52銭8厘、品物代金の受取。
原
本

状 1

５６０ ６１６
Ⅱ
７

（明治） 舌状
○田八㊞ （遠州金谷横町㊇田中屋）
●竹九

酒等の注文に付き。
原
本

状 1

５６１ ５９８
Ⅱ
７

（明治） 証
○記載なし
●記載なし

諸費支払いの記録。戸長役所等の記述から、明治初年と考えられ
る。

原
本

状 1

５６２ ３４
Ⅱ
７

（昭和） 商品持出帳
○（竹内）
●記載なし

9月9日より、各店員の商品持出の記録。
原
本

横
帳

1

５６３ ３１
Ⅱ
７

（昭和） 店員持出帳
○呉服太物㊇竹内呉服店
●記載なし

5月29日より各店員の物品持出の記録。
原
本

横
帳

1

５６４ １２６
Ⅱ
７

（昭和） 京都見合染誂伝票
○京都市仏光寺通宝町東入 呉服店：服部利
一
●（竹内）

数十枚使用の跡がみられるが多くは余白。
原
本

竪
帳

1

５６５ ４１６
Ⅱ
７

5月3日～12月31日 當座帳
○㊇呉服店
●記載なし

氏名、商品名、金額等の記述からなり、氏名別の計はあるが、総計
の記述は無い。

原
本

横
帳

1

５６６ １９５
Ⅱ
７

７月２１日 見世品控帳
○静岡県金谷町：㊇竹内商店
●記載なし

見世販売による控帳にて、得意先名及び品物等の記述となってい
る。

原
本

横
帳

1

５６７ ５０２
Ⅱ
７

１１月１３日 品貸帳
○竹内呉服店
●記載なし

銘仙等生地の貸出帳にて、品名、数量、氏名の記述となってい
る。

原
本

横
帳

1

５６８ ４８９
Ⅱ
７

記載なし （雑記帳）
○記載なし
●記載なし

25日、武、メーセン、雄、26反、勇、ウラ地、4反などが読み取れる。
反物を扱った店員が売捌いた品物を点検し、それを記録した帳簿
と思われる。

原
本

横
帳

1

５６９ ５６２
Ⅱ
７

記載なし （當座帳）
○記載なし
●記載なし

各取引先と服地寸法、枕、カヤ等も書かれ、他に生地などの種類
も書かれている。

原
本

竪
帳

1

５７０ ５１１
Ⅱ
７

記載なし 市中大福帳
○静岡県金谷町：㊇竹内呉服店 電話23番
●記載なし

大変広範囲の取引きをやっていた様子がうかがえる。
原
本

竪
帳

1

５７１ ５５０
Ⅱ
７

記載なし （仕入帳）
○（竹内商店）
●記載なし

明治44年～大正4年まで、名古屋、静岡の仕入先よりの仕入状況
（業者名・数量・品名・金額）を記帳している。

原
本

横
半
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

５７２ ２０
Ⅱ
８

明治２年２月
（１８６９年）・巳

借用申茶代金之事
○下長尾：甚助㊞兵三郎
●田中屋：八百吉

一金11両2朱3分2厘。茶の支度金として、書面の金子を借用しま
す。返済は来る3月25日までに元利共に皆済します。

原
本

状 1

５７３ ２４
Ⅱ
８

明治３年１２月
（１８７０年）

借用申金子之事
○金谷：源蔵㊞
●田中屋：八百吉、清水屋：儀助

一金15両、但し利足はお定めの通り。返済は来る未年（明治4年）3
月迄に、元利共に返済致します。

原
本

状 1

５７４ ４５６
Ⅱ
８

明治４年１月
（１８７１年）・未

講事帳
○（金谷宮崎町：竹内八百吉）
●記載なし

明治4年～同11年までの講事（千日講等）の掛金・落札金等の記
録。（明治8年より両から圓に替って記帳）

原
本

横
帳

1

５７５ ７３
Ⅱ
８

明治６年６月
（１８７３年）・酉

一札之事
○田中屋：半四郎㊞
●田中屋：八百吉

金50円請取。入用の節、返金する。（包紙入り）
原
本

状 1

５７６ ４
Ⅱ
８

明治７年２月３日
（１８７４年）

証
（約定證書差入ニ付）

○下泉村 借主：勝山吉太㊞、證人：竹内八百
吉㊞
●鷲山作六、八木為三郎

御蔵米50俵、代金借用しました。返済は来る6月に皆済致します、
後日の為に約定證書を差入れます。

原
本

状 1

５７７ ５９９
Ⅱ
８

明治７年１２月
（１８７４年）・戌

借用申金子之事
○借主：大石伊之吉㊞　證人：沖鉄蔵㊞
●竹内九右衛門

金10円、商用に付き借用する。返済は鉄蔵に預け置きの、藤吉千
日講落札の節、元利共に支払う。（包紙入り）

原
本

状 1

５７８ ５７
Ⅱ
８

明治８年４月２５日
（１８７５年）・亥

記
○借用主 小貫村：藤田与平㊞
●田中屋：八百吉

金20円を借用。質物として米10俵を預け置く。利足金は1円に付
き、1ヶ月銀1両2分、8月迄に返済する。

原
本

状 1

５７９ ８１
Ⅱ
８

明治８年１１月２９日
（１８７５年）

證
○預り主：柴田半四郎㊞
●竹内八百吉

金100円預り置く。御入用の節は何時成りとも急度、差上げます。
預り金利足の儀は、本金一同返上します。（包紙入り）

原
本

状 1

５８０ ７２
Ⅱ
８

明治８年１２月
（１８７５年）・亥

借用申金子證書之事
○福用村 借主：山下善之助㊞、同所證人：山
下伝作
●金谷横町：田中屋八百吉

金10円。年貢、諸賄金に差支え借用。返済は来る新茶仕立次第
に差送る。（包紙入り）

原
本

状 1

５８１ ６
Ⅱ
８

明治８年頃
（１８７５年）

（金子借用の証）
○略
●（竹内八百吉）

金子借用の覚。金200円、100円、20円等4通を一括。
原
本

状
一
括

５８２ １９
Ⅱ
８

明治９年１月２４日
（１８７６年）・子

借用金證
○借主：竹内佐吉㊞
●竹内八百吉

借用金50円也。此の利米年2俵、但し4斗1升入り。此の返済は明
治9年より10ヶ年、返済が滞る場合、利米を年々差し入れる。

原
本

状 1

５８３ ６００
Ⅱ
８

明治９年５月８日
（１８７６年）・子

借用証
○第3大区26小区榛原郡下長尾村 借主：渥美
彦治郎㊞　証人：山本作之右衛門
●同郡金谷河原町：竹内八百吉

金6円88銭6厘、米3俵代。茶製造飯米に差支え借用する。
原
本

状 1

５８４ ７１
Ⅱ
８

明治９年９月１９日
（１８７６年）

記
○川島糀屋：三十㊞
●金谷横町：田中屋八百吉

金15円。新米の引当に借用、返済は10月15日限り。
原
本

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

５８５ ２
Ⅱ
８

明治１０年６月２３日
（１８７７年）

借用金証
○福用村 借主：小澤紋蔵、證人：杉浦万吉、
他2人
●金谷川原町：竹内八百吉

一金33円88銭6厘。但し金10円に付き、1ヶ月利子20銭。返済は明
治11年5月30日迄に新茶代金をもって、元利共に致します。

原
本

状 1

５８６ ２７
Ⅱ
８

明治１０年６月２８日
（１８７７年）

記
○館好二
●竹内八百吉

金5円也。これは高橋正武氏に差出す金子（畑地の敷金）である
が、この金子は私が預り、私より高橋氏に渡す、この受取証文。

原
本

竪
帳

1

５８７ ３３９
Ⅱ
８

明治１１年５月２１日
（１８７８年）

質入證書
○借主：伊藤龍吉㊞、證人：竹内佐吉、同：山
田多吉
●竹内八百吉

金80円。借財がかさみ返済に差支え、仕法を立て借用。明治11年
より同13年迄に返済する。（奥書）戸長：山崎源五郎㊞（抹消）

原
本

竪
帳

1

５８８ ７５
Ⅱ
８

明治１１年７月２０日
（１８７８年）

證
○預り主：柴田半三郎㊞、保証人：柴田半平㊞
●河原町：竹内八百吉

金200円預り置く。御入用の節は・・・・。（封筒入り）
原
本

状 1

５８９ ７７
Ⅱ
８

明治１１年１２月７日
（１８７８年）

預り證
○金谷河原町：柴田半三郎㊞
●同町：竹内八百吉

金200円、利子は年1割5分。来る12年4月30日限り返済する。（封
筒入り）

原
本

状 1

５９０ ７８
Ⅱ
８

明治１２年１月５日
（１８７９年）

借用金証
○借主：鈴木安吉㊞、證人：臼井孫治㊞
●同町：竹内八十吉

金10円借用する。返済は来る2月限り、利子は1ヶ月16銭6厘6毛。
原
本

状 1

５９１ ３４０
Ⅱ
８

明治１２年正月
（１８７９年）・卯

借用金之証
○借主：土屋源四郎㊞、親類證人：竹内太治
平㊞、同：戸田伝六
●宮崎町：竹内八百吉

金19円要用により借用、12月限りに定利にて返済する。戸長川崎
源五郎㊞の奥書がある。（朱字にて明治21年3月29日取消）

原
本

竪
帳

1

５９２ ３０７
Ⅱ
８

明治１２年２月１８日
（１８７９年）

記
○駿州志太郡相賀村：天野弥太郎
●金谷河原町：竹内八百吉

金2円62銭を2割の利息で借用する、本年5月30日限り元利金共返
済する。

原
本

状 1

５９３ ５５
Ⅱ
８

明治１２年３月６日
（１８７９年）

借用金証
○借主：鈴木安吉㊞、證人：臼井孫兵衛㊞
●竹内八百吉

金10円を借用。利足は年2割、6月20日限り返済する。
原
本

状 1

５９４ ４３７
Ⅱ
８

明治１２年４月１６日
（１８７９年）・卯

年賦証文
○吉尾喜平㊞
●竹内八百吉

金35円65銭5厘を借用。類焼により返金に差支、無利息にて10年
割済方を願う。（封筒入り）

原
本

状 1

５９５ ５２
Ⅱ
８

明治１２年４月１６日
（１８７９年）

証
○吉尾喜兵衛㊞
●竹内八百吉

金15円を借用。返済は本年5月30日より同8月30日迄、六会講に
て元利共。

原
本

状 1

５９６ ３２８
Ⅱ
８

明治１２年４月１９日
（１８７９年）

証
○借主：戸田伝六㊞、證人：竹内太治兵衛㊞、
同：伊藤清吉㊞、同：吉尾喜兵衛㊞
●記載なし

金15円。入用に差支え年2割の利足にて借用、10月30日限り返済
する。

原
本

状 1

５９７ ４５３
Ⅱ
８

明治１２年４月
（１８７９年）・卯

諸講事扣帳
○（金谷河原町：竹内八百吉）
●記載なし

明治９～18年迄の講事に関する掛け金等の個人別記録。
原
本

横
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

５９８ ５３９
Ⅱ
８

明治１２年７月２６日
（１８７９年）

借用金証
○借主：山本金冶㊞、証人：鈴木亀二郎㊞
●竹内八百吉

金10円。入用に付き借用、利足は1円につき1ヶ月1銭6厘6毛。竹
内佐吉六会講に加入、落札次第返済する。

原
本

状 1

５９９ ５９
Ⅱ
８

明治１２年１０月７日
（１８７９年）

約定証
○借主：遠江国榛原郡下長尾村 金沢彦一㊞、
他3名
●金谷宿：柴田半三郎、竹内八百吉

去る明治10年9月中に元金30円借金、本月15日までに元利共返
済する。

原
本

状 1

６００ ２５４
Ⅱ
８

明治１３年８月１７日
（１８８０年）

延期添証書之事
○借主：川根久ノ脇村 伊藤助太夫
●竹内八百吉

本年6月限りに借用した金子20円、一部返済したものの皆済出来
難く、今般新たに年貢金に差支え、金10円を借用、返済期限は明
治14年6月限りとする。

原
本

状 1

６０１ ５４０
Ⅱ
８

明治１３年９月１２日
（１８８０年）

証
○河原町：柴田半三郎㊞
●同町：竹内八百吉

金500円を借用。印紙手元に無きに付き貼付なし。
原
本

状 1

６０２ ５１４
Ⅱ
８

明治１４年３月１６日
（１８８１年）

借用金之証
○借主：榛原郡久野脇村 藤田長右衛門㊞、証
人：藤田文平㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金100円、茶仕入場貸付金のため借用。来る4月30日限り元利共
に返済する。

原
本

竪
帳

1

６０３ ２８１
Ⅱ
８

明治１４年４月
（１８８１年）・巳

約定之証
○茶畑借請人：利山八百吉㊞
●竹内八百吉

茶畑2畝11歩、1ヶ年木代金2円50銭。示談の上、明治14年新茶よ
り来る18年6月まで借用する。毎年5月限り、小作金を納める。

原
本

状 1

６０４ ２８５
Ⅱ
８

明治１４年５月１１日
（１８８１年）

十ヶ年季質地之証
○駿河国志太郡相賀村 地主質入人：松下忠
右衛門㊞、同 証人：松下重吉㊞
●金谷川原町：竹内八百吉

田9畝4歩を質地として、金190円を借用。明治14年より同20年ま
で、年季内返金の上は質地を戻して欲しい。（戸長石田武雄㊞の
奥書あり）

原
本

状 1

６０５ ２８０
Ⅱ
８

明治１４年７月
（１８８１年）・巳

約定之証
○畑貸主：竹内八百吉㊞
●渡辺権右衛門

茶畑4畝21歩、1ヶ年木代金4円。示談の上、明治14年7月より来る
19年6月まで5ヶ年貸渡す。毎年5月20日限り、小作金を納める。

原
本

状 1

６０６ ２７９
Ⅱ
８

明治１４年７月
（１８８１年）

約定之証
○茶園借受人：臼井孫兵衛㊞
●竹内八百吉

茶畑3畝28歩、1ヶ年木代金3円25銭。示談の上、明治14年7月より
来る19年6月まで5ヶ年借用する。毎年5月20日限りに、小作金を納
める。

原
本

状 1

６０７ ５
Ⅱ
８

明治１４年１２月２６日
（１８８１年）

借用金之証
○二軒屋村：鈴木平吉
●金谷河原町：竹内八百吉

金10円也。但し金10円に付き、1ヶ月16銭6厘の利子。書面の金子
を拝借しました、返金は明治15年2月15日迄に元利共に支払いま
す。

原
本

状 1

６０８ ６０
Ⅱ
８

明治１５年２月７日
（１８８２年）・午

借用証
○池田啓作㊞
●竹内八百吉

米25俵。但し1俵に付き金4円20銭。金105円、内金5円を渡す。残
金100円を借用、来る4月30日に勘定する。

原
本

状 1

６０９ ７４
Ⅱ
８

明治１５年２月１１日
（１８８２年）

證券
○借主：柴田半四郎㊞
●竹内八百吉

金100円を借用。来る4月30日限り返済する。（帯封）
原
本

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

６１０ ７６
Ⅱ
８

明治１５年２月１３日
（１８８２年）

借用之証
○借主：金谷河原町 柴田半三郎㊞、保証人：
柴田半平㊞
●竹内八百吉

金500円、年2割の利足にて借用する。返済は本年4月25日限り。
（包紙入り）

原
本

状 1

６１１ ８６
Ⅱ
８

明治１５年２月
（１８８２年）

借用金証
○借主：城東郡加茂村 藤江伝吉㊞、同村口入
保証人：八木常七
●金谷宿：田中屋八百吉

金90円を借用。金1円に付き1ヶ月銀1匁、抵当として内蔵米30表、
本年4月25日限り返済する。（包紙入り）

原
本

状 1

６１２ ５３
Ⅱ
８

明治１５年４月１２日
（１８８２年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 鈴木亀二郎㊞、同証人：
鈴木佐七㊞
●同町：竹内八百吉

金5円を借用。返済は本月27日限り。
原
本

状 1

６１３ ３９８
Ⅱ
８

明治１５年５月２８日
（１８８２年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 山田善右衛門㊞
●同町：竹内八百吉

金5円23銭8厘、無利足にて米代、釜台に借用する。卯吉日当の
内ニテ返済する。・

原
本

状 1

６１４ ７９
Ⅱ
８

明治１５年１０月１７日
（１８８２年）

借用金証
○借主：牛尾村 増田藤七㊞
●竹内八百吉

金3円を借用。返済は同16年2月10日限り。（包紙入り）
原
本

状 1

６１５ ５１９
Ⅱ
８

明治１５年１２月２１日
（１８８２年）

借用金之証
○借主：榛原郡久野脇村 藤田長右衛門㊞、証
人：藤田文平㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金100円を借用。1ヶ月2銭の利足、同16年6月30日限り、元利共に
返済する。

原
本

状 1

６１６ ５１８
Ⅱ
８

明治１５年１２月２３日
（１８８２年）

借用金之証
○借主：榛原郡久野脇村 藤田長右衛門㊞、証
人：藤田文平㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金50円を借用。年利は2割、同16年6月30日限り、元利共に返済
する。

原
本

状 1

６１７ ５２９
Ⅱ
８

明治１６年１月２９日
（１８８３年）

借用金之証
○借主：榛原郡久野脇村 藤田長右衛門㊞、証
人：藤田文平㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金100円。1円に付き、1ヶ月金2銭の利足、要用につき借用、来る4
月25日限りに返済する。

原
本

竪
帳

1

６１８ ５３０
Ⅱ
８

明治１６年２月２１日
（１８８３年）

借用申米証書之事
○借用主：榛原郡葛籠村 伊藤治太夫㊞
●竹内八百吉

米10俵、代金35円。米1俵に付き代金3円50銭、茶米入用に付き
借用、本年6月限り返済する。（包紙入り）

原
本

状 1

６１９ ５１
Ⅱ
８

明治１６年３月１日
（１８８３年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 山田房吉㊞、証人：臼井
孫兵衛㊞
●同町：竹内八百吉

金12円、金利2銭、商業資本金に差支え借用。返済は本年4月10
日限り。

原
本

状 1

６２０ ３６４
Ⅱ
８

明治１６年３月１０日
（１８８３年）

約定之証
○市ヶ嶋町：住川弥助㊞
●竹内八百吉

茶畑1ヶ所、この年の小作金につき示談。明治16年より同20年6月
迄、小作金にて借用する。

原
本

状 1

６２１ ３７１
Ⅱ
８

明治１６年６月
（１８８３年）

借用金之証
○借主：山内安右衛門㊞
●竹内八百吉

金1円を借用。5月30日限りに返済する。
原
本

状 1
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文書番号

形
態

数
量
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別
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６２２ ３８４
Ⅱ
８

明治１６年６月
（１８８３年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 竹内善助㊞
●同町：竹内八百吉

金3円、茶畑年貢金4円の内、内金1円。違作にて金子不足に付き
借用、明治17年5月新茶売代金にて返済する。

原
本

状 1

６２３ ３９７
Ⅱ
８

明治１６年１１月５日
（１８８３年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 山内善右衛門㊞
●同町：竹内八百吉

金4円、年利2割にて借用。明治17年12月30日限り、元利共返済
する。

原
本

状 1

６２４ ３８３
Ⅱ
８

明治１６年１２月１日
（１８８３年）

借用金之證
○借主：金谷河原町 伊藤清吉㊞、同所證人：
山田多吉㊞、證人：竹内佐吉㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金17円、年利2割。諸賄金に差支え借用。明治17年1月30日限り
返済する。

原
本

状 1

６２５ ４２６
Ⅱ
８

明治１６年１２月１９日
（１８８３年）

證
○借主：遠江国榛原郡下長尾邨 村松嘉蔵㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

米50俵、4斗2升入り。明治17年6月値段、1俵代金2円50銭。来る
17年6月25日限り返済する。

原
本

状 1

６２６ ２５１
Ⅱ
８

明治１６年１２月
（１８８３年）

借用金之証
○河原町：渡辺権右衛門㊞
●竹内八百吉

入用金に差支え、金2円20銭を借用。返済期限は明治17年5月30
日迄元利共に返済する。

原
本

状 1

６２７ ３６８
Ⅱ
８

明治１７年１月２７日
（１８８４年）

借用金之証
○金谷河原町：山内吉兵衛㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金3円、入用に差支え借用。利足は1円に付き1ヶ月2割、5月の新
茶代金にて返済する。

原
本

状 1

６２８ ３７０
Ⅱ
８

明治１７年１月
（１８８４年）

借用金之証
○借主：駿州志太郡相賀村 天野久作㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金3円50銭、入用に差支え借用。利足は1円につき2割、6月30日
限り返済する。

原
本

状 1

６２９ ４０６
Ⅱ
８

明治１７年３月１３日
（１８８４年）

借用金之証
○借主：中村喜代平㊞
●竹内八百吉

金5円、入用に差支え借用。利足は年2割、5月30日限り返済する。
原
本

状 1

６３０ ２９３
Ⅱ
８

明治１７年３月２０日
（１８８４年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 渡辺善七㊞
●同町：竹内八百吉

金10円、入用金に差支え借用。利足は年2割、本年4月30日限り
返済する。

　
原
本

状 1

６３１ ２７６
Ⅱ
８

明治１７年４月２１日
（１８８４年）

借用金之証
○佐野郡倉真村：鈴木甚四郎㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金4円、入用金に差支え借用。利足は1円に付き1ヶ月金2銭、本年
5月20日限り返済する。

原
本

状 1

６３２ ３９６
Ⅱ
８

明治１７年４月２４日
（１８８４年）

借用金之証
○借主：金谷川原町 山内善右衛門㊞
●同町：竹内八百吉

金2円、年利2割にて借用。明治17年12月30日限り返済する。
原
本

状 1

６３３ ２５２
Ⅱ
８

明治１７年４月２７日
（１８８４年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 大塚茂左衛門㊞
●同町：竹内八百吉

金2円80銭、入用に差支え借用。返済期限は明治17年5月10日
迄、元利共に返済する。

原
本

状 1
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６３４ ３２４
Ⅱ
８

明治１７年５月２６日
（１８８４年）

借用金之証
○万生寺村：鷲山作蔵㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金1円、入用に差支え借用。11月30日限り返済する。
原
本

状 1

６３５ ３２０
Ⅱ
８

明治１７年７月１８日
（１８８４年）

借用金之証
○金谷河原町：深見定吉㊞
●同町：竹内八百吉

金2円、諸賄金に差支え借用。利足は1円に付き、2割、新米代に
て11月30日限り返済する。

原
本

状 1

６３６ ３１８
Ⅱ
８

明治１７年７月２２日
（１８８４年）

借用金証書
○金谷河原町：松山勝蔵㊞　母：ちよ
●同町：竹内八百吉

金2円30銭、飯米入用に差支え借用。11月30日限り、元利共に返
済する。

原
本

状 1

６３７ ３０３
Ⅱ
８

明治１７年７月２６日
（１８８４年）

借用金之証
○相賀村：天野庄平㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金1円90銭也、右の通り金子を借用致しました。返金に付いては、
期限通りに必ず致します。

原
本

状 1

６３８ ２８４
Ⅱ
８

明治１７年７月２７日
（１８８４年）

借用金証書
○金谷河原町：渡辺権右衛門㊞、証人：家内
すみ
●同町：竹内八百吉

金2円20銭、入用に差支え借用。利足は年2割、11月30日限り返
済する。

原
本

状 1

６３９ ３１９
Ⅱ
８

明治１７年７月２９日
（１８８４年）

借用金之証
○借主：鈴木幸助㊞、証人：同人家内
●金谷河原町：竹内八百吉

金1円、年利2割にて借用。11月30日限り返済する。
原
本

状 1

６４０ ３２３
Ⅱ
８

明治１７年８月１２日
（１８８４年）

借用金之証
○薮屋町：石川清右衛門㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金1円、入用に差支え借用。年利2割、11月30日限り返済する。
原
本

状 1

６４１ ３３０
Ⅱ
８

明治１７年８月２０日
（１８８４年）

借用金之証
○根岸村：宮崎惣右衛門㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金52銭借用。11月20日限り返済する。
原
本

状 1

６４２ ３１６
Ⅱ
８

明治１７年８月２１日
（１８８４年）

借用申金員之証
○借主：金谷河原町 鈴木清市㊞
●同町：竹内八百吉

金2円、入用金に差支え借用。利足は1円に付き1割6厘6毛、11月
30日限り返済する。（印紙略）

原
本

状 1

６４３ ２５６
Ⅱ
８

明治１７年８月２３日
（１８８４年）

借用金日延之証
○借主：遠州榛原郡久野脇村 伊藤助太夫、証
人：松下三之丈、山岸みな
●金谷河原町：竹内八百吉

金30円也。この金子、6月20日限り返済の約定にて借用。しかし、
返金出来難く日延を願い、新たに18年6月皆済を約す。

原
本

状 1

６４４ ３９４
Ⅱ
８

明治１７年９月５日
（１８８４年）

借用金之証

○借主：湯日村 坂下喜三郎㊞、同：金谷宿二
軒屋 鈴木二十吉㊞、同：増田金蔵㊞、同：近
賀久蔵㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金15円、入用金に差支え借用。年利2割にて、11月30日限り返済
する。

原
本

状 1

６４５ ３６０
Ⅱ
８

明治１７年９月１０日
（１８８４年）

借用金之証
○借主：沖幸八㊞、證人：沖鉄蔵㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金10円、入用に差支え借用。年利2割にて明治18年2月25日限り
返済する。

原
本

状 1

６４６ ４２９
Ⅱ
８

明治１７年１１月１４日
（１８８４年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 竹内新平㊞、證人：竹内
権吉㊞
●同町：竹内八百吉

金6円、入用金に差支え借用。年利2割にて、伊藤清吉六人講、落
札次第返済する。

原
本

状 1
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６４７ ３６６
Ⅱ
８

明治１７年１１月３０日
（１８８４年）

借用金之証
○木村栄吉㊞
●竹内八百吉

金40円、商業資本金に差支え借用。年利2割にて、12月31日限り
返済する。

原
本

状 1

６４８ ３３５
Ⅱ
８

明治１７年１２月９日
（１８８４年）

証
○竹内弥茂
●竹内八百吉

金15円、要用により借用。15日限り返済する。
原
本

状 1

６４９ ３０２
Ⅱ
８

明治１７年１２月３０日
（１８８４年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 臼井孫兵衛㊞、証人：金
谷宿 永井左衛門㊞
●同町：竹内八百吉

入用金に差支え金10円を借用。返済期限は、明治18年2月25日
迄に元利共に返済の事。滞った場合は証人が弁済の事。

原
本

状 1

６５０ ２７５
Ⅱ
８

明治１７年１２月３１日
（１８８４年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 中村喜代平㊞
●同町：竹内八百吉

金3円50銭、入用に差支え借用。年利2割にて、明治18年5月30日
限り返済する。

原
本

状 1

６５１ ３１７
Ⅱ
８

明治１８年１月１４日
（１８８５年）

借用金之証
○借主：倉真村字松葉 小玉幸蔵㊞、引受証
人：藤薮村 持塚仁平㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金3円、入用金に差支え借用。1円に付き1ヶ月2割の利足にて、5
月25日限り返済する。

原
本

状 1

６５２ ３２２
Ⅱ
８

明治１８年１月２１日
（１８８５年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 鈴木とし㊞、證人：竹内権
吉㊞
●同町：伊藤清吉

金41円66銭6厘。講事掛金、明治18年2月より23年1月迄、満4年
分入用に差支え借用する。

原
本

状 1

６５３ ３６５
Ⅱ
８

明治１８年２月３日
（１８８５年）

借用金之証
○借主：駿河国志太郡相賀村 松下忠右衛門
㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金4円、17年散田米の不足代金に差支え借用。内1円は3月15日、
元利共に返済、跡金3円は5月30日限り返済する。

原
本

状 1

６５４ ２５８
Ⅱ
８

明治１８年２月１１日
（１８８５年）

借用金之証
（米代金）

○借主：金谷河原町 立石徳治郎㊞
●同町：竹内八百吉

米10俵の代金として、金30円を借用。返済期限は明治18年5月20
日迄、但し利足は無し。

原
本

状 1

６５５ ２７８
Ⅱ
８

明治１８年２月１３日
（１８８５年）

借用金之証
○借用主：金谷河原町 森下正三㊞
●竹内八百吉

金50円（4口合計）、入用に差支え借用。年2割の利足にて、新暦3
月30日限り元利共返済する。

原
本

状 1

６５６ ２６２
Ⅱ
８

明治１８年２月２３日
（１８８５年）

借用金之証
○金谷河原町：鈴木清二郎㊞
●同町：竹内八百吉

金2円88銭を、年利2割5分にて借用する。返済期限は5月30日、
元利共返済する。

原
本

状 1

６５７ ３６７
Ⅱ
８

明治１８年４月１日
（１８８５年）

借用金之証
○榛原郡相良新丁：寺尾茂吉㊞
●竹内八百吉

金30円、商業資金に差支え借用。年利は1割8分、利子の払込は6
月、12月の2季。12月27日限り返済する。

原
本

状 1

６５８ ２９２
Ⅱ
８

明治１８年４月２日
（１８８５年）

借用金之証
○榛原郡志戸呂村：藤田惣十㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金2円、地租金入用に付き借用。利足は1円に付き2割、本年5月
15日限り返済する。

原
本

状 1

６５９ ３２７
Ⅱ
８

明治１８年４月２４日
（１８８５年）

借用金之証
○大代村：山中藤次郎㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金1円、入用に差支え借用。利足は1円に付き1ヶ月2割、5月25日
限り返済する。

原
本

状 1
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６６０ ２７７
Ⅱ
８

明治１８年４月３０日
（１８８５年）

借用金之証
○相賀村：天野儀右衛門㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金5円84銭6厘を借用。本年6月30日限り返済する。
原
本

状 1

６６１ ３２５
Ⅱ
８

明治１８年５月１日
（１８８５年）

借用金之証
○榛原郡万生寺村：西山弥平㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金5円、入用に差支え借用。5月10日限り返済する。
原
本

状 1

６６２ ３１４
Ⅱ
８

明治１８年５月２０日
（１８８５年）

借用金之証
○借主：遠州榛原郡大代村字ヲフバカセ 山村
弥市㊞
●金谷宿：竹内八百吉

金1円82銭、諸賄金に差支え借用。5月20日限り返済する。
原
本

状 1

６６３ ２９８
Ⅱ
８

明治１８年６月８日
（１８８５年）

借用金之証
○借主：伊藤清吉㊞、証人：竹内佐吉㊞
●竹内八百吉

一金2円85銭也、但し年2割利足。右は田方の仕付入用金として書
面の通り借用する。返済は本年11月20日迄に、新米取入れ次第、
急度返済する。若し返済出来なければ証人が弁償する。

原
本

状 1

６６４ ２９４
Ⅱ
８

明治１８年８月３日
（１８８５年）

日延之証
○借主：榛原郡家山村 山下安右衛門代人 山
下市造㊞、代筆人：家山村 西村三郎右衛門㊞
●金谷横町：竹内八百吉

明治16年7月、同17年1月借用金返済に滞り、本月13日まで延期
を願う。

原
本

状 1

６６５ ３１５
Ⅱ
８

明治１８年８月２１日
（１８８５年）

借用金之証
○志戸呂村：鈴木千代吉㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金1円、入用に付き借用。利足は年2割4分にて11月30日限り返済
する。

原
本

状 1

６６６ ３９５
Ⅱ
８

明治１８年８月２８日
（１８８５年）

借用金日延之証
○借主：大代村 渡辺定蔵㊞、證人：万生寺村
西山弥平㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

本年6月12日地券証抵当にて金60円借用。同月30日限り元利共
に返済のところ、9月30日迄日延。

原
本

状 1

６６７ ４１９
Ⅱ
８

明治１８年９月１日
（１８８５年）

借用金日延之証
○榛原郡抜里村：諸田半右衛門
●金谷河原町：竹内八百吉

金10円を明治18年5月を期限に借りたが返金出来ないので、同年
6月25日迄日延して欲しいとの日延証文。

原
本

状 1

６６８ ４２１
Ⅱ
８

明治１８年９月２日
（１８８５年）

借用金日延之証
○遠江国榛原郡ヌクリ村：米澤音吉
●金谷宿河原町：竹内八百吉

金15円を明治18年6月20日を期限に借りたが同年12月20日迄日
延して欲しいとの日延証文。

原
本

状 1

６６９ ２７２
Ⅱ
８

明治１８年１０月２９日
（１８８５年）

借用金之証
○植松彦八㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

一金3円26銭7厘也、年2割利付。右、書面の金額、確かに借用し
た。返金は利足を付けて返す。

原
本

状 1

６７０ ３１３
Ⅱ
８

明治１８年１１月２８日
（１８８５年）

借用金之仮証書
○借主：志太郡神座村 北川五平㊞、借主：同
榊原万助㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金135円を借用。後日、抵当物奥印証書を持参。
原
本

状 1

６７１ ２８６
Ⅱ
８

明治１８年１２月２９日
（１８８５年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 山内善右衛門㊞、證人：
同 山内太吉㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金6円50銭、賄金に差支え借用。年2割の利足にて、翌年12月30
日限り返済する。

原
本

状 1
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数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

６７２ ３３８
Ⅱ
８

明治１８年１２月２９日
（１８８５年）

講事落札金之証
○落札人：金谷河原町 竹内弥伊吉㊞、保証
人：同 竹内佐吉㊞
●柴田半四郎講連中世話人

金200円、柴田半四郎講事第4回目1口のち、6分6厘にて落札、掛
金24円づつ掛継。明治23年3月17日取消（朱）。奥書、講世話人
塚本良一郎㊞、金谷町外4ヶ村戸長塚田弥太郎㊞。

原
本

竪
帳

1

６７３ ２９５
Ⅱ
８

明治１８年１２月３０日
（１８８５年）

借用金之証
○金谷宿：石田清八㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金1円13銭4厘を年2割の利息で借用する。
原
本

状 1

６７４ ３０６
Ⅱ
８

明治１８年１２月３１日
（１８８５年）

借用金之証
○借主：金谷河原町 伊藤弥三郎㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

一金1円50銭也、但年2割の利子。右、書面の金額を借用。返済は
明治19年5月30日、拙者、講事落札次第に急度返済する。

原
本

状 1

６７５ ２９１
Ⅱ
８

明治１９年１月２２日
（１８８６年）

借用金之証
○金谷河原町：山内房吉㊞
●同町：竹内八百吉

金1円32銭5厘、年2割の利子にて、入用に差支え借用。4月30日
限り、元利共返済する。

原
本

状 1

６７６ ２８３
Ⅱ
８

明治１９年１月２９日
（１８８６年）

借用金之証
○大代村：山中藤次郎㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金2円、諸賄金に差支え、年利2割にて借用。本年5月25日限り、
元利共返済する。

原
本

状 1

６７７ ４３６
Ⅱ
８

明治１９年２月２５日
（１８８６年）

手形引替につき
○山本いと㊞（印文、遠江志戸呂 山本治） 喜
平
●田中八百吉

金5円、年利2割にて喜平へ3月講事落札金15円取。手形引替渡
す。（封筒入り）

原
本

状 1

６７８ ２８２
Ⅱ
８

明治１９年３月４日
（１８８６年）

借用金之証
○借主：当郡大代村字シブ一 渡辺三郎右衛
門㊞
●金谷宿河原町：竹内八百吉

金1円50銭、入用に差支え年2割の利足にて借用。当年5月30日
限り返済する。

原
本

状 1

６７９ ３２１
Ⅱ
８

明治１９年３月１２日
（１８８６年）

借用金之証
○志戸呂村杉沢：藤田惣平㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金1円、入用金に差支え借用。5月30日限り返済する。
原
本

状 1

６８０ ４３０
Ⅱ
８

明治１９年３月
（１８８６年）

明治19年 講事帳
戌 第3月吉辰

○竹内八百吉
●記載なし

明治15年より大正3年迄、各種の講が記されている。金100円取出
金講、12会6年講金75円取、金河座維持講、上の氏神講等、講則
等も記されている。

原
本

横
帳

1

６８１ ３０４
Ⅱ
８

明治１９年４月３０日
（１８８６年）

借用金之証
○借主：橋本房平
●金谷河原町：竹内八百吉

金25円を年利2割にて借用。返済は本年6月30日限り、元利共に
返金する。

原
本

状 1

６８２ ２９６
Ⅱ
８

明治１９年７月３日
（１８８６年）

借用金之証
○金谷河原町：竹内新平㊞
●同町：竹内八百吉

金10円、年2割の利足にて借用。返済は9月20日限り。
原
本

状 1

６８３ ３１１
Ⅱ
８

明治１９年８月１２日
（１８８６年）

借用金之証
○借主：遠江国榛原郡大代村 杉山平六㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金90銭、諸賄金に差支え借用。返済期限は、明治19年12月25日
迄、元利共に返済する。

原
本

状 1

６８４ ２９０
Ⅱ
８

明治１９年８月３０日
（１８８６年）

借用金之証
○大代村：鳴島八五郎㊞、新宿村：渡辺為蔵
㊞
●金谷河原町：竹内八十吉

金1円20銭、諸賄金に差支え、年利2割にて借用。10月20日迄に
元利共返済する。

原
本

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

６８５ ４２４
Ⅱ
８

明治１９年１１月１２日
（１８８６年）

借用金返済方法約定之
証

○借主：榛原郡久野脇村 田端栄助㊞、証人：
伊藤源助㊞
●金谷河原町：竹内八十吉

金228円25銭、元利惣計返済約定により、金員本日限り渡し、山売
渡証書。借用金50円の証書、本年12月10日限り渡す。

原
本

状 1

６８６ ４２５
Ⅱ
８

明治１９年１１月１２日
（１８８６年）

借用金返済方法約定之
証

○借主：榛原郡久野脇村 伊藤助太夫㊞、証
人：伊藤源助㊞
●金谷河原町：竹内八十吉

金50円、返済方法改め、本月中に差入れる。
原
本

状 1

６８７ ２８７
Ⅱ
８

明治２０年１月２３日
（１８８７年）

借用金之証
○借主：遠江国榛原郡大代村 渡辺三郎右衛
門㊞、同引請証人：渡辺藤吉㊞
●金谷河原町：竹内八十吉

金2円50銭、諸賄金に差支え、年利2割にて借用。5月25日限り返
済する。

原
本

状 1

６８８ ２５７
Ⅱ
８

明治２０年４月１５日
（１８８７年）

借用金之証
○志戸呂村：持塚林平㊞、持塚代蔵㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

一金1円也、但し年2割利付。右の書面の金子、借用した。返済は
本年5月17日迄に元利共に返金する。

原
本

状 1

６８９ ３６２
Ⅱ
８

明治２０年７月１０日
（１８８７年）

借用金日延之証
○借主：榛原郡久之脇村 山岸周吉㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

返済期限に返済差支え、利足を払込、元金を明治20年12月20日
まで延期。

原
本

状 1

６９０ ３６３
Ⅱ
８

明治２０年７月１０日
（１８８７年）

借用金日延之証
○借用人：榛原郡久之脇村 松下辻吉㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

返済期限に返済差支え、利足を払込、元金を明治20年12月20日
まで延期。

原
本

状 1

６９１ ３６１
Ⅱ
８

明治２０年７月１２日
（１８８７年）

借用金日延之証
○借主：榛原郡抜里村 薮下清六㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

返済期限に返済差支え、利足を払込、元金を明治20年12月20日
限り返済する。

原
本

状 1

６９２ ３０１
Ⅱ
８

明治２０年７月２１日
（１８８７年）

借用金日延証
○借主：榛原郡抜里村 原木太次郎㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

借用金（別紙証書の通り）この金子、期限に返金出来難く延期を願
う。その延期が認められ、12月20日限りに元金共に皆済を約す。

原
本

状 1

６９３ ３０５
Ⅱ
８

明治２０年７月
（１８８７年）

借用金日延之証
○借主：葛籠村 市川順蔵㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

別紙証書の通り借用した。返済に差支え、明治20年12月20日まで
延期をお願いし、それまでに元利共に返金する、若し返金できな
ければ証人が弁済致するので、返済の日延をお願い致したい。

原
本

状 1

６９４ ３１０
Ⅱ
８

明治２０年８月２３日
（１８８７年）

借用金日延之証
○借主：抜里村 米沢平吉㊞
●カナヤ：竹内八百吉

別紙の通り借用した。返金が出来ないので明治20年月迄の利足を
払い、元金は21年5月30日に必ず返金する。日延の期限迄に必ず
元利を調達して返金する。

原
本

状 1

６９５ ５８
Ⅱ
８

明治２０年８月
（１８８７年）

相続講施行世話人掛依
頼

○相続講事務総監：渥美契縁
●竹内八百吉

世話掛の依頼状。
原
本

状 1

６９６ ２５３
Ⅱ
８

明治２１年２月２日
（１８８８年）

借用金之証
○借主：榛原郡大代字シブウチ 渡辺三郎右衛
門㊞、証人：同村字中村 渡辺藤吉㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

入用金に差支え、金3円を借用。返済期限は明治21年5月25日迄
元利共に返済する。尚、返済が滞った場合は証人がこれを弁済す
る。

原
本

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量
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原・
写区
別

備　　考通し番号

６９７ ２７４
Ⅱ
８

明治２１年２月５日
（１８８８年）

借用金日延之証
○久野脇：諸田右衛門㊞
●竹内八百吉

明治19年11月に金11円を借用したが返金が滞り、利足も払えない
ので、明治21年6月20日迄には必ず返金する。是非、日延をお願
いしたい。

原
本

状 1

６９８ ２６０
Ⅱ
８

明治２１年２月１０日
（１８８８年）

借用金証文
○大代村：山内藤一郎
●金谷町：竹内八百吉

金5円の借用証文。
原
本

状 1

６９９ ３１２
Ⅱ
８

明治２１年２月１７日
（１８８８年）

借用金日延之証
○借主：榛原郡牛尾村 細川平助㊞、証人：同
村 大石鉄吉㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金17円也、明治19年7月12日に借用。しかし、約束の期限に返金
出来難く、利足は同21年1月迄に払込み、元金は21年5月20日限
りに返金する事を約し、認められる。

原
本

状 1

７００ ２７３
Ⅱ
８

明治２１年４月１５日
（１８８８年）

借用金之証
○牛尾村：石川萬吉㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

一金1円50銭也。書面の金員、正に借用した。返金は明治21年に
元利共にする。

原
本

状 1

７０１ ３３１
Ⅱ
８

明治２１年６月１日
（１８８８年）

借用金日延之証
○借主：榛原郡家山村 朝比奈惣左衛門㊞、代
書人：金谷 山内卯吉㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

明治19年11月13日、家山村、外2ヶ村戸長をもって借用。同21年5
月迄の利足払い、元金は同22年5月迄に返済する。

　
原
本

状 1

７０２ ３３３
Ⅱ
８

明治２１年６月１日
（１８８８年）

借用金日延之証
○借主：榛原郡家山村 八木あき㊞、代書人：
金谷河原町 山内卯吉㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

明治19年12月26日借用金の返済できず、同21年5月迄の利足を
払い、5月30日迄に元利返金する。

原
本

状 1

７０３ ２８８
Ⅱ
８

明治２１年８月１０日
（１８８８年）

借用金之証
○借主：榛原郡福用村 山下金蔵㊞、證人：同
村 山下三之助㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金10円、家事諸賄金に差支え、年1割半の利足にて借用する。翌
年6月27日限り返済する。

原
本

状 1

７０４ ４３８
Ⅱ
８

明治２１年８月２３日
（１８８８年）

貴催仕金受につき
○抜里村：原木太次郎㊞、同村：米沢高吉㊞、
同村：児玉清蔵㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

金40円で示談願う。（封筒入り）
原
本

状 1

７０５ ２９９
Ⅱ
８

明治２１年１１月２８日
（１８８８年）

借用証
○平口増平㊞、伊藤嶺鏡㊞
●竹内八百吉

一金28円也、利子1円に付き1ヶ月1銭也。右の金子を借用した。
明治22年4月迄に、元利取り揃え返済する。

原
本

状 1

７０６ ３００
Ⅱ
８

明治２２年３月１１日
（１８８９年）

借用金之証
○榛原郡牛尾村：小野藤右衛門㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

入用金に差支え、金2円を借用。返済期限は明治22年5月30日、
元利共に返済の事。

原
本

状 1

７０７ ２８９
Ⅱ
８

明治２２年４月２４日
（１８８９年）

借用金之証
○借主：大代村 山中文蔵㊞、證人：山中小作
㊞
●金谷町：竹内八百吉

金2円、諸入用金に差支え、年1割半の利足にて借用。5月30日限
り返済する。

原
本

状 1
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形
態

数
量
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原・
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別
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７０８ ４０７
Ⅱ
８

明治２２年５月４日
（１８８９年）

借用證
○榛原郡金谷町金谷河原：山田真太郎㊞
●平口唯一郎、沖鉄蔵

金20円借用、本月15日限り元利共返済する。（包紙有り）
原
本

状 1

７０９ ３４４
Ⅱ
８

明治２２年
（１８８９年）

覚帳
○記載なし
●記載なし

北海道炭鉱鉄道10株、以下、日本全国の開発による株券の覚記
録。（白厚ケース入り）

原
本

竪
帳

1

７１０ ３３２
Ⅱ
８

明治２３年２月１０日
（１８９０年）

借用金之証
○借主：金谷町金谷河原 鈴木利作㊞
●同町：竹内八百吉

金7円、無利息にて借用。返済は吉尾仁兵衛六会講金引当。
原
本

状 1

７１１ ２５９
Ⅱ
８

明治２３年２月２３日
（１８９０年）

借用金証文
○借主：榛原郡五和村大代 山中藤助
●金谷町：竹内八百吉

金15円を金利1割5分にて借用。
原
本

状 1

７１２ ３２９
Ⅱ
８

明治２３年４月９日
（１８９０年）

六切米代金借用証
○借主：榛原郡金谷町金谷河原 進士彦八㊞、
証人：小野嘉七㊞
●金谷町：竹内八百吉

金51円45銭、米代金に差支え無利子にて借用、6月25日限り返済
する。

原
本

状 1

７１３ ４２７
Ⅱ
８

明治２３年６月３０日
（１８９０年）

講事落札金証
○二会目落札人：井村直吉㊞、引請証人：倉
真村 染葉吉平、金谷河原 西村藤七㊞
●講事御連中並世話人：竹内八百吉

金100円、講事落札につき受取。来る明治27年まで、6月15日、一
会金20円掛け。

原
本

竪
帳

1

７１４ ３６９
Ⅱ
８

明治２３年８月２日
（１８９０年）

借用金之証
○榛原郡金谷町金谷河原：鈴木勝次郎㊞
●同郡同町：竹内八百吉

金5円、入用金に差支え借用、吉尾行平六会講加入、落札金にて
返済する。

原
本

状 1

７１５ ３０８
Ⅱ
８

明治２４年１月２５日
（１８９１年）

借用金之証
○金谷町金谷河原：戸田新七㊞
●金谷町：竹内八百吉

家事賄金に差支え、金5円を借用。返済期限は明治24年5月25日
迄、元利共に返済する。

原
本

状 1

７１６ ２７０
Ⅱ
８

明治２４年４月３日
（１８９１年）

米代金借用之証
○借主：金谷町金谷河原 進士彦八㊞、証人：
記載なし
●竹内八百吉

米5俵（4斗2升入）の代金として16円25銭を借用。返済期限は明治
24年6月30日迄、返済が滞った場合は証人が弁償する。

原
本

状 1

７１７ ３２６
Ⅱ
８

明治２５年９月３０日
（１８９２年）

借用金之証
○借主：金谷町金谷河原 竹内佐吉㊞
●竹内八百吉

金18円、諸賄金に差支え、年1割2分の利足にて借用。10月1日よ
り毎日湯銭代にて返済する。

原
本

状 1

７１８ ４２８
Ⅱ
８

明治２６年１２月２０日
（１８９３年）

講金借用證

○会主：杉本冨平㊞、證人：木村林蔵㊞、同：
河崎増吉㊞
●講事御連中：伊藤仙太郎、竹内八百吉、沖
鉄蔵、他5名

金１００円、営業資本の為受取、本年より明治２７年まで毎年６月１
５日、１会金分を掛ける。

原
本

竪
帳

1

７１９ ５４１
Ⅱ
８

明治２８年７月
（１８９５年）・未

第５号金銭出入簿
明治２８年未７月吉辰

○竹内八百吉（裏表紙）
●記載なし

着物等の売上げ・商品名・支出の方法・価格等や、日用品・必要
品等の支出も記されている。

原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

７２０ ４２０
Ⅱ
８

明治３１年８月３１日
（１８９８年）

借用金日延之証
○遠江国榛原郡久野脇村：西村由太郎㊞
●金谷宮崎町：竹内八百吉

明治１７年６月に金２０円を、同１８年５月２０日を期限に借用した
が、返金出来兼ね、同年７月３０日まで日延して欲しいとの日延証
文。

原
本

状 1

７２１ ４９１
Ⅱ
８

明治３５年１月
（１９０２年）・寅

金銭出入簿
○㊇竹内商店（裏表紙）
●記載なし

明治３５年１月から同年１２月までの金銭出入簿にて、鍛冶屋の支
払代金から徴兵慰労会寄附金等に至るまで多岐に亘る内容と
成っている。尚、当該１年間の小売額5,865円92銭1厘、卸売額とし
て2,550円50銭の記述がある。

原
本

竪
帳

1

７２２ ５５２
Ⅱ
８

明治３５年１月
（１９０２年）・寅

金銀控帳
○（竹内商店）
●記載なし

個人への貸金、講金、株券等や銀行との取引状況等を記録。
原
本

横
帳

1

７２３ ４９２
Ⅱ
８

明治３６年１月
（１９０３年）・卯

金銭出入帳
○八ほし竹内商店
●記載なし

明治36年1月から同年12月までの金銭出入帳にて、薪代からひげ
そり代まで多岐にわたる内容と成っている。（表表紙に八本し竹内
商店と記載）

原
本

竪
帳

1

７２４ １６０
Ⅱ
８

明治４４年８月
（１９１１年）・辛亥

銀行当座取引簿
○（竹内）
●記載なし

明治44年8月以降の銀行、個人等の取引状況を記してある。
原
本

竪
帳

1

７２５ ５３１
Ⅱ
８

（明治）７月１９日 證
○田中屋半治郎㊞
●竹内八百吉

金200円を借用。
原
本

状 1

７２６ ８３
Ⅱ
８

（明治）７月２５日 借用証
○沖鉄蔵㊞
●竹内八百吉

金15円、竹内佐吉六会講、終会落札金を前借。
原
本

状 1

７２７ ４１
Ⅱ
８

（明治）８月１６日 記
○㊞（遠州金谷横町 田中屋）
●㊇

金300円、返却につき、受取り下さい。他に「記」2通あり。
原
本

状 3

７２８ ４２
Ⅱ
８

（明治）１１月２８日 山田氏貸金につき
○松浦
●竹内

家屋敷が登記済でなければ、貸金は難しい旨を伝える。
原
本

状 1

７２９ ６８５
Ⅱ
８

（明治） 口上
○高橋奥
●九平次

利足のやりとり等を記している。
原
本

状 1

７３０ ５６８
Ⅱ
８

大正５年１月
（１９１６年）・丙辰

大正5年1月 講書外掛金
帳

○竹内八百吉
●記載なし

大正5年から昭和9年迄の、各講に係る掛金等について氏名、金
額が列記されている。

原
本

横
帳

1

７３１ ３８０
Ⅱ
８

大正８年１月１日
（１９１９年）

判取帳
○静岡県金谷町：㊇竹内八百吉
●記載なし

大正12年1月より昭和19年11月までの判取帳（領収の証拠書）に
て領収の年月日・領収金額・氏名が記されている。

原
本

横
半
帳

1

７３２ １１０
Ⅱ
８

大正８年３月
（１９１９年）

銀行取引帳
○竹内八百吉
●各取引銀行

取引銀行との金銭出入状況の記録。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

７３３ ５２７
Ⅱ
８

大正９年２月５日
（１９２０年）

原安商会10株券5枚会社
解散

○株式会社 原安商会：原田金次郎
●記載なし

株式会社原安商会の株券、10株券5枚。「会社解散」とあることか
ら、50株の権利は消滅している。株券の中に、水力発電所関係の
図案が見えることから、電力関係の会社か。

原
本

株
券

1

７３４ １１１
Ⅱ
８

大正９年１１月
（１９２０年）

銀行取引帳
○（竹内）
●取引銀行

取引銀行との取引状況の記録。
原
本

竪
帳

1

７３５ ５００
Ⅱ
８

大正１３年１１月２日
（１９２４年）

解散消滅ス（近江銀行）
○株式会社 近江銀行
●竹内八百吉

株式会社 近江銀行の株券500円株券4枚、計2,000円分。紙袋に
「解散消滅ス」とあることから、権利が消滅していることがわかる。

原
本

株
券

4

７３６ １５９
Ⅱ
８

大正１４年１月
（１９２５年）

銀行当座取引帳
○竹内本宅
●記載なし

大正14年から昭和11年9月迄の銀行当座取引状況が記されてい
る。中に竹内八百吉あての東京振替貯金課よりの振替書（封筒入
り）がある。

原
本

竪
帳

1

７３７ １１２
Ⅱ
８

大正１４年３月
（１９２５年）

店員金銭貸借
○㊇呉服店
●記載なし

各店員との金銭貸借の記録。
原
本

竪
帳

1

７３８ ４９８
Ⅱ
８

大正１４年
（１９２５年）

金谷商栄銀行株券
○金谷商栄銀行
●記載なし

竹内栄一他7名在中、7名の合計株数が458株ある。包紙に「解散
消ス」とある。いつ何の理由で消滅したのか不明。

原
本

株
券

8

７３９ １６１
Ⅱ
８

大正１５年１月
（１９２６年）

銀行其他取引帳
○㊇呉服店
●記載なし

大正15年1月1日より昭和11年6月迄の銀行、個人等との取引状況
を記している。

原
本

竪
帳

1

７４０ １５６
Ⅱ
８

大正１５年３月
（１９２６年）

経費簿
○（竹内）
●記載なし

税金、利息、店員給料等、多種に分類され、日毎に金銭出入の状
況を記している。

原
本

竪
帳

1

７４１ １４６
Ⅱ
８

昭和３年３月
（１９２８年）

店員金銭品貸貸借口
○㊇竹内呉服店
●記載なし

はじめに、川合忠平の貸借状況を記し、以下、各人毎の載せる。
解消は墨線にて抹消。

原
本

竪
帳

1

７４２ ５４４
Ⅱ
８

昭和６年
（１９３１年）

株式会社金谷商栄銀行
清算に伴う各種書類

○株式会社 金谷商栄銀行
●㊇竹内八百吉 他

金谷商栄銀行創立に当り、役員の会議、準備。商栄銀行から静岡
銀行に変わって行く。

原
本

一
括

1

７４３ ３７４
Ⅱ
８

昭和１６年１１月
（１９４１年）

昭和16年11月銀行取引簿
榛繊組合特綿金谷支部

○榛繊組合特綿金谷支部
●記載なし

此の帳面は、昭和16年11月からのもので、内容に付いては要件の
記述は何ら無し。

原
本

竪
帳

1

７４４ ５２３
Ⅱ
８

６月４日 大七商会申込につき
○村□太郎
●竹内八百吉

株式会社大七商会の定款、目論見書あり。（封筒入り）
原
本

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

７４５ ５５７
Ⅱ
８

記載なし 通信事務
○東京振替貯金課
●竹内八百吉

石狩国雨龍郡幌加内村字沼牛 西房次郎及び、静岡県金谷町金
谷2078 竹内商店 竹内八百吉、両者に係る「払出通知票」にて、
金銭額が記されている。

原
本

票 43

７４６ ２６１
Ⅱ
８

記載なし （借用証文）
○榛原郡番生寺村：伊藤伊之吉
●宮崎町：竹内八百吉

2円45銭、借受の為の借用證文。
原
本

状 1

７４７ ７１２
Ⅱ
９

明治６年６月
（１８７３年）・酉

開　一新講
○西京いせ半㊞ （西京三条通大橋東）
●（竹内）

「諸海道定宿社中印取」とあり、（江州草津宿旅宿所）と（いせ山田
尾上町桔梗屋）の、2ツの印がある。（本文16丁の版本）

原
本

横
半
帳

1

７４８ ３４２
Ⅱ
９

昭和４年９月
（１９２９年）

日掛帳 道路組合
○記載なし
●記載なし

竹内芳郎、竹内八百吉他4名の連名、昭和4年9月より同9年8月迄
の道路組合日掛帳。（裏表紙に第3番組とある）

原
本

横
半
帳

1

７４９ ６１８
Ⅱ
９

（明治）４月１２日 書状
○後半欠損
●後半欠損

荷物2駄、今もって届かず、調べて欲しい。
原
本

状 1

７５０ ６８６
Ⅱ
９

（明治）９月１７日 垂木村行入用
○記載なし
●記載なし

9月17日、同18日、末広嫁につき垂木村行きの入用1円5銭3厘5
毛、1厘5毛の不足とある。

原
本

状 1

７５１ ７９３
Ⅱ
９

（明治） 宝栄講定宿記
○世話方
●（竹内）

東海道浜松より東京までの、休泊定宿取極めあり、これに、掛川よ
り秋葉山に至る定宿を付している。

原
本

横
半
帳

1 DVD3

７５２ ６８７
Ⅱ
９

（明治） 森行雑用
○記載なし
●記載なし

金8厘 峠、同1銭 山田屋等、森迄の道中支払いの記録、金54銭。
原
本

状 1

７５３ ３７２
Ⅲ
２

明治１９年１０月吉日
（１８８６年）・戌

　明治19年戌10月吉日
祝儀衣裳並諸控 竹内新
女

○記載なし
●記載なし

衣裳の値段等が記されているが、何の為の祝儀衣裳か分らない。
結婚式の為のものか。

原
本

綴
り

1

７５４ ７３２
Ⅲ
６

明治１３年６月
（１８８０年）・庚辰

大日本大医松本良順先
生豫防論

○記載なし
●記載なし

コレラの予防論。魚、貝類、野菜なども生で食べない様に、など
色々の食材に付いて書かれている。

原
本

綴
り

1

７５５ １７４
Ⅲ
７

昭和５年１月
（１９３０年）・庚午

昭和５年１月金銭出入帳
○八星呉服店
●記載なし

昭和5年1月元日、繰越金1,049円76銭、仕立代、てる、入18円28
銭、てる仕立代2円45銭出などと書かれ、金銭の出入りが記されて
いる。

原
本

竪
帳

1

７５６ ４８
Ⅲ
８

明治１０年３月１６日
（１８７７年）・丑

他行御届
○竹内八百吉㊞
●当町戸長

相州芦の湯へ行き30日滞在した、その届を戸長川崎源五郎が聞
き届けた。

原
本

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

７５７ ７５０
Ⅲ
８

明治２５年１１月８日
（１８９２年）

明治２６年 平年365日
新略暦・旧略歴

○遠江浜松 遠陽市場支店：霞屋利三郎
●記載なし

大の月、小の月と節季が書かれている暦。
原
本

表 1

７５８ ４９０
Ⅲ
８

明治３９年７月
（１９０６年）

水車経費並収入計算簿
○記載なし
●記載なし

水車小屋の維持、管理、及び水車使用の収支が記されている。
原
本

竪
帳

1

７５９ ４８８
Ⅲ
８

明治３９年８月
（１９０６年）

水車家屋収支簿
○記載なし
●記載なし

水車及び水車小屋修繕と、水車小屋収支について記されている。
原
本

横
半
帳

1

７６０ ７４８
Ⅲ
８

（明治）
孛国ドクトル「マルチン」
氏分析表 伊豆国熱海鉱
泉定性定量表

○（熱海温泉：福島屋宗兵衛）
●記載なし

ドクトル マルチンが調べた、お湯の成分と効能などが書かれてい
る。　熱海温泉のチラシか。　孛国ドクトル（ドイツ医師） プロシア。

原
本

絵
図

1

７６１ ２５５
Ⅲ
８

記載なし
（忰が起こした事への詫
状）

○記載なし
●記載なし

忰専太郎が大きな事件を起こした事に対する詫状。夫を持つ女性
と関係を持ったため、女性が離縁となった。その女性の復縁の願
いと詫状。

原
本

状 1

７６２ ５４
Ⅳ
３

明治１０年
（１８７７年）

加盟証
○静岡県遠江国周知郡秋葉山秋葉寺役寮㊞
●（竹内）

押印文に「秋葉山三尺坊大権現本堂再建講加盟之印」とあり、秋
葉寺再建講加盟証。

原
本

状 1

７６３ ８４７
Ⅳ
３

明治１２年８月２日
（１８７９年）・卯

八雲神社祭禮 子供手踊
○宮さき町：㊇田中屋和吉
●（竹内）

八雲神社祭礼における、子供手踊りの詞章。（祭礼 8月2日）
原
本

竪
帳

1

７６４ ７４３
Ⅳ
３

（明治） 御諭草
○此主はつ
●記載なし

人の生き方などが、宗教のように書かれている。
原
本

横
帳

1

７６５ ５５８
Ⅳ
３

記載なし 行列
○記載なし
●記載なし

葬儀の行列順位書にて、燈篭係から経文係、遺物、位牌、棺等々
の関係方及び4寺院6人総計154名の行列と成っている。

原
本

状 1

７６６ ７９４
Ⅳ
４

明治１３年６月２６日
（１８８０年）

團團珍聞
○團團社 東京神田雉子町32番地
●（竹内）

團團珍聞第166号。茶説、雑報他。
原
本

竪
帳

1

７６７ ４２２
Ⅳ
５

明治３５年
（１９０２年）

明治35年花見月 寝覚め夢
書 竹老

○金谷町：竹老
●記載なし

明治35年4月15日の事として、本会の創設15年目の祝詞の記述か
ら始まり後に句の記述がある。

原
本

竪
帳

1

７６８ ７４９
Ⅳ
５

（明治）神無月
・庚申

志具禮忌句集
○記載なし
●記載なし

忌の句集。
原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

７６９ ８３６
Ⅳ
５

（明治） 川柳 五大力菩薩
○記載なし
●（竹内）

川柳の中に、電信機の語がある。
原
本

横
帳

2

７７０ ８３７
Ⅳ
５

（明治）
衆評 秋能奈賀免（あきのな
がめ） 新甫先生

○新甫先生
●釜唱会企松寿

俳句の評がある。
原
本

竪
帳

1

７７１ ７９６
Ⅳ
５

（明治） 俳句
○水の音楽 竹老拝書
●（竹内）

芭蕉翁命日の旧暦10月12日に因む。
原
本

状 2

７７２ ７９５
Ⅳ
５

（明治） 若葉
○竹内しん
●記載なし

若葉と題して、和歌を一首。
原
本

状 1

７７３ ５７４
Ⅳ
５

（明治） 夏之詠
○㊞ （遠州金谷㊇竹内商店）
●記載なし

表紙共13丁あり、はじめに、ほととぎす、牡丹、すだれの題で詠っ
た俳人たちの句を列記している。

原
本

竪
帳

1

７７４ ７４０
Ⅳ
５

記載なし
近頃河原達行 お志ゆん伝
兵衛 堀川の段 再板上 豊
竹八重太夫

○記載なし
●記載なし

浄瑠璃本。おしゅん、伝兵衛 堀川の段とある。元禄時代に起きた
心中事件をモチーフに創作されたもの。

原
本

竪
帳

1

７７５ ５１２
Ⅳ
５

記載なし 第拾回衆評
○金谷町：蕉風会
●記載なし

金谷町の俳句の会（蕉風会）の作品をまとめて、10回、11回の御評
済みを印刷した冊子。他に「秋能奈賀免」3冊あり。

原
本

竪
帳

5

７７６ ５８９
Ⅳ
６

明治１０年１１月30日
（１８７７年）・丑

明治10年芝居定小屋諸事
記

○大10大工24小区金谷宮崎町：竹内九右衛門
●記載なし

明治10年11月30日舞台開き 嵐嶋十郎他3名、明治10年12月3日
始め 2番目芝居 請元 伊右衛門、小屋税 金12円也、等。

原
本

横
帳

1

７７７ ５９０
Ⅳ
６

明治１０年１１月
（１８７７年）・丑

明治10年 定小屋入費諸
払い帳

○定小家：七寿軒
●記載なし

定小屋入費として、金313円請負、金12円50銭土間板敷請負、金3
円50銭2階手間、金2円雪隠、等と記されている。

原
本

横
帳

1

７７８ ６８８
Ⅳ
６

明治１０年１２月３日
（１８７７年）

芝居大入
○下ばら：高橋
●よこ町：竹内九平

はじめに、明治12年12月3日より大入り、請元伊右衛門 金12円
也、以下、芝居大入りの記録。（包紙あり）

原
本

状 1

７７９ ５８８
Ⅳ
６

明治１１年７月吉日
（１８７８年）・寅

明治11年 木戸桟敷勘定
帳

○記載なし
●記載なし

木戸桟敷の売上げ枚数等が、書かれている。
原
本

横
帳

1

７８０ ５８７
Ⅳ
６

明治１１年７月吉日
（１８７８年）・寅

明治11年 芝居興行入用
扣帳

○七寿軒：坂東七の助
●記載なし

始めに、請元連名として、宮崎町の名士の名前がみえる、その後、
それぞれが出金した額が書かれ、又、入用扣には、金額、氏名と
芝居に関係する支払いの用途が記載されている。

原
本

横
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

７８１ ６８９
Ⅳ
６

明治１２年４月
（１８７９年）

（芝居入場金）
○記載なし
●記載なし

始めに12年4月の芝居請元、金1円鉄蔵入、以下、12年11月28日
の大入りまでを記す。

原
本

状 1

７８２ ７９７
Ⅳ
６

明治１２年９月３日
（１８７９年）

歌舞伎新報
○歌舞伎新報社
●（竹内）

第32号、38号、39号の3冊あり。
原
本

冊
子

3

７８３ ５９１
Ⅳ
６

明治１３年１月
（１８８０年）・辰

明治13年 定小屋請負入
払帳

○宮崎町：竹内九右衛門
●記載なし

定小屋の修繕代金等が記されている。
原
本

横
帳

1

７８４ ５８４
Ⅳ
６

明治１３年８月２７日
（１８８０年）・辰

明治13年 花受納控帳
○（請元）：竹内九右衛門、松尾伊右衛門
●記載なし

花代の金額と、出した人達の名前が記されている。
原
本

横
帳

1

７８５ ７３７
Ⅳ
６

明治１３年８月２７日
（１８８０年）・辰

明治13年 諸受納控帳
○請元：竹内九右衛門、松尾伊右衛門
●記載なし

興行の為の金銭の出入が記されている。
原
本

横
帳

1

７８６ ７３１
Ⅳ
６

明治１３年８月２７日
（１８８０年）・辰

明治13年 木戸桟敷扣帳
○請元：竹内九右衛門、松尾伊右衛門
●記載なし

大人、小人等の人数や、桟敷席の値段も記されている。
原
本

横
帳

1

７８７ ５８３
Ⅳ
６

明治１３年８月２７日
（１８８０年）・辰

明治13年 木戸桟敷扣帳
○請元：竹内九右衛門、松尾伊右衛門
●記載なし

日毎の札の種類と枚数、それに売上げ代金が記されている。
　2日、大札390枚 代金19円50銭、小札104枚 代金2円60銭 〆て
金22円10銭。

原
本

横
帳

1

７８８ ６９０
Ⅳ
６

明治１３年１１月１４日
（１８８０年）

記
○伊藤助五郎㊞ （金谷宿河原町）
●竹内九右衛門

金3円、本年の劇場借地料を受納。
原
本

状 1

７８９ ６１９
Ⅳ
６

明治１４年１０月１０日
（１８８１年）

御届ヶ書
○竹内九右衛門
●幹事

本月8日より町会開催の廻達あり、戸主八百吉（父）用事にて、8月
12日より武州横浜東遠社支店へ出張、今般帰宿せずにより届け
る。

原
本

状 1

７９０ ７３６
Ⅳ
６

明治２２年１月
（１８８９年）

明治新撰 元生千華式一
○（所有者 竹内八百吉）
●記載なし

立生花の図鑑か？、作者名と生国等が記されている、101点を記
す。

原
本

竪
帳

1

７９１ ５８１
Ⅳ
６

明治２４年５月２１日
（１８９１年）

（花道池之坊 教本）
○記載なし
●所有 竹内八百吉（裏表紙）

静岡市の大東館に、活けられた花の絵図と、それを御覧になられ
た皇族の名前と年月日が記載されている。「西陣改良 綿ネール着
尺」とある紙を表紙に活用。（代金払30銭の領収書が有る）

原
本

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

７９２ ７２８
Ⅳ
６

明治２４年８月２１日
（１８９１年）

玉座へ立生花展覧に供
え

○東宮主事子爵：高辻修長
●静岡県知事：時任為基

東宮、浜松の旅館泊につき通達。
原
本

状 1

７９３ ７２６
Ⅳ
６

明治２６年１月
（１８９３年）

華進社社則通達
○華進社社長：織田利三郎 他7名
●（華進社社員）

総社中へ厳重に社則通達すべし。この他、同様の書類が明治27
年11月6日迄6枚有る。

原
本

状 7

７９４ ６９１
Ⅳ
６

明治２６年３月
（１８９３年）・巳

華道執心故門弟永代帳
留置

○治陽六角堂池坊専正（印・花押）
●遠州：竹内八百吉

華道執心により、門弟永代帳に留置く、永く家伝を守るべし。包紙
入り、他に、立花入門書類の證1円5銭請取。

原
本

状 1

７９５ ７２７
Ⅳ
６

明治２６年１１月
（１８９３年）・巳

華道執心伝授
○池坊専正㊞（花押）
●遠州：竹内八十吉

生花実物葉物蔓物の伝授。他に、三ツ物礼金55銭請取の證があ
る。

原
本

状 2

７９６ ７２９
Ⅳ
６

明治４２年５月
（１９０９年）

生花月次会叡山躑蠋
○（池坊）専啓㊞
●（竹内）

生花月次会の立生花図。以下、大正4年9月までの図が3枚。
原
本

状 4

７９７ ６９２
Ⅳ
６

（明治）７月２９日 記
○中ノ魚精
●横町：九右衛門

芝居に要した酒、魚、重詰等の代金請取。他に、同様の記が1枚
ある。

原
本

状 2

７９８ ６２２
Ⅳ
６

（明治）８月２８日 記
○金谷宿：松屋十右衛門㊞ （金谷松屋）
●請元

金5円、毛付代の内請取。
原
本

状 1

７９９ ６９３
Ⅳ
６

（明治）９月８日 記
○金谷宿：松屋十右衛門
●請元

金10円を請取。
原
本

状 1

８００ ６９４
Ⅳ
６

（明治）９月１２日 記
○十五軒：信蔵㊞
●七寿軒

16銭6厘、扇子7本代を受取。
原
本

状 1

８０１ ６２５
Ⅳ
６

（明治）９月１２日 記
○竹半㊞ （遠州金谷横町 竹内）
●芝居請元

芝居に必要な釘、鋲等の諸品の代金受取。
原
本

状 1

８０２ ６２０
Ⅳ
６

（明治）９月１２日
辰

記
○田中屋半二郎㊞ （遠州金谷横町 田中屋）
●七寿軒 請元

金2円60銭、品物代金の受取。
原
本

状 1

８０３ ６９５
Ⅳ
６

（明治）１２月
・辰

記
○下請や栄吉㊞
●横町：九右衛門

8月31日、2銭5厘 芝居分の畳糸20筋を請取。
原
本

状 1

８０４ ６９９
Ⅳ
６

（明治）１６日 （記）
○記載なし
●記載なし

芝居の入場者数と代金の記述か。
原
本

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

８０５ ７９８
Ⅳ
６

（明治） 八雲神社御祭礼踊唄
○宮崎町：竹内しん女
●記載なし

はじめに、「牛若」の唄、以下、祭礼の踊唄を記す。
原
本

竪
帳

1

８０６ ７４７
Ⅳ
６

（明治） 勧進帳可名ブシ 他
○記載なし
●記載なし

勧進帳、他、うたい本合冊。
原
本

竪
帳

1

８０７ ７０１
Ⅳ
６

（明治） （芝居小道具）
○記載なし
●記載なし

けた、土台、指手、一問丸等、小道具の一覧。
原
本

状 1

８０８ ７０２
Ⅳ
６

（明治） 席名
○（池坊）
●竹内八百吉

華道席名が2枚。
原
本

桧
板

2

８０９ ６９８
Ⅳ
６

（明治） 入費
○記載なし
●記載なし

入費として金47銭、平吉、ろうそく、紙代共、以下、芝居に関した諸
費。

原
本

状 1

８１０ ７００
Ⅳ
６

（明治） （記）
○記載なし
●記載なし

はじめに、大指具28本とあり、以下、芝居に要した諸道具を記す。
原
本

状 1

８１１ ６９６
Ⅳ
６

（明治） 御授書
○池坊
●遠州：竹内八百吉

（刷物）実物之事、葉物之事、蔓物之事、3ヶ条専ら守るべし、他
に、三舟生方之事（自筆）、仮名書の願書1枚ある。（包紙入り）

原
本

状 3

８１２ ６９７
Ⅳ
６

（明治） （記）
○記載なし
●記載なし

11月初夜16日、金57銭5厘、芝居の入場札、次に17日同様。
原
本

状 1

８１３ ６２１
Ⅳ
６

８月２７日 記
○太夫元 坂東村右衛門㊞
●竹内九右衛門、松尾伊右衛門

金245円、内金120円 嵐冠十郎一座、当座にて日数12日と定め内
金を請取。

原
本

状 1

８１４ ６２３
Ⅳ
６

９月６日 記
○むら右衛門、代 立花升太郎㊞
●竹内九右衛門

芝居代金、金50円、同20円、中日後分を請取。
原
本

状 1

８１５ ６２４
Ⅳ
６

９月１１日 記
○むら右衛門、代 立花升太郎㊞
●竹内九右衛門

芝居代金、金20円40銭、日延分を請取。
原
本

状 1

８１６ ６２６
Ⅳ
６

記載なし 記
○金谷宿：松屋十右衛門㊞ （金谷松屋）
●請元：伊右衛門

金10円を請取。
原
本

状 1

８１７ ７５７
Ⅳ
６

記載なし 長唄稽古本
○（竹内葉津）
●記載なし

長唄の稽古本。英執着獅子、娘七草、種蒔三番叟等が載ってい
る。

原
本

竪
帳

5



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
文書番号

形
態

数
量

標　　　　題 摘　　　　　　　要
原・
写区
別

備　　考通し番号

８１８ ７４４
Ⅳ
６

記載なし トッチリトン此怒し葉津
○記載なし
●記載なし

何かの稽古本かと思われる。（花の弥生に、江の島参り、品川二人
で川崎の藤沢、保土ヶ谷うち過ぎて・・・）。　8枚

原
本

横
帳

1

８１９ ４９
Ⅴ
２

明治９年１１月９日
（１８７６年）

死亡御届
○竹内九右衛門
●当町：戸長

商竹内九右衛門長男の八百吉長男、竹内□代蔵、2年11月の死
亡届。

原
本

状 1

８２０ ４７
Ⅴ
２

明治１０年５月２２日
（１８７７年）

相続願
○竹内九右衛門㊞
●24小区：戸長

戸主九右衛門隠居につき、長男竹内八百吉跡相続。
原
本

状 1

８２１ ４５２
Ⅴ
３

明治１０年１月
（１８７７年）・丑

土蔵普請帳
○（竹内八百吉）
●記載なし

土蔵普請に関する一切の諸入用の記録。建築資材の調達先、金
額と職人雇人の人工等々を記帳。

原
本

横
帳

1

８２２ ５０６
Ⅴ
３

明治１８年９月
（１８８５年）・乙酉

明治18年乙酉九月大吉日
本家普請見舞受納帳

○竹内八百吉
●記載なし

竹内八百吉の本家普請に係る、見舞いとしての諸品及び見舞者
の氏名が列記されている。

原
本

横
帳

1

８２３ ５０７
Ⅴ
３

明治２１年３月
（１８８８年）・子

明治21年 結婚祝儀諸控
簿

○竹内八百吉、志ん
●記載なし

竹内八百吉家に係る結婚祝儀諸控簿にて、祝儀としての金品及
び贈呈者氏名が列記されている、又父親の寿賀として、明治天皇
銀婚式の御祝儀に金50銭、町内一般の寿賀として酒2本を贈る。

原
本

横
帳

1

８２４ ４０１
Ⅴ
３

明治２３年１月
（１８９０年）

第4号 諸用日誌
明治23年1月 竹内

○竹内
●記載なし

病気予防の心得、作米の調べ、出生届、納税額、就学届等、色々
な事が書かれている。

原
本

横
帳

1

８２５ ４０８
Ⅴ
３

明治２３年１月
（１８９０年）・寅

明治23年 手控 寅第1月
○金谷河原町：竹内八百吉
●記載なし

新道路用サクの為の費用、明治34年10月普請諸色覚、葬式行列
覚等、色々書かれている。

原
本

横
半
帳

1

８２６ ４５５
Ⅴ
３

明治２４年３月
（１８９１年）

祝儀御請納簿
○（竹内や越）
●記載なし

・出産の節の受納物、七夜祝儀請納簿（出生人名記載なし）、その
他、竹内栄一出生（明治25年12月14日生）、竹内雄ニ郎出生（明
治28年12月22日）、いくつかの祝儀諸払いが記載されている。裏
表紙に金谷宮崎町 田中屋八百吉とある。

原
本

横
帳

1

８２７ ４３１
Ⅴ
３

明治２７年１月
（１８９４年）

諸事歳計簿
○竹内八百吉
●記載なし

明治27年1月よりの台所経費の記録。月日・品名・代金が記されて
いる、1月より12月迄の合計242円11銭、大正14年8月迄の記録が
詳細に記されている。

原
本

竪
帳

1

８２８ ３８６
Ⅴ
３

明治３９年４月
（１９０６年）・午

明治39年午4月吉日 諸用
留　第6合 竹内

○記載なし
●記載なし

辞職届（金谷町消防組）、婚姻届、退学願、森林出入許可願など
種々の控が記されている。

原
本

竪
帳

1
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８２９ ４５４
Ⅴ
３

明治４３年２月
（１９１０年）

普請諸佛帳
○（竹内喜三造）
●記載なし

明治43年2月～12月迄の部屋、釜屋、雪隠の普請に係る諸入用
支払いの記録。資材、職人、雇人の人工等支払先、数量、金額等
が詳細に記されている。

原
本

横
帳

1

８３０ ４２３
Ⅴ
３

明治４３年８月
（１９１０年）・庚戌

受納物控
○記載なし
●記載なし

・明治43年8月9日の大洪水の見舞受納の記録 ・新築見舞（43年8
月落成）と返礼、歳暮品の記録 ・老人見舞品と人名、歳暮品と人
名、等々記されている。

原
本

竪
帳

1

８３１ ３４９
Ⅴ
３

大正８年４月
（１９１９年）

大正8年4月 雑記簿
竹内勝平

○竹内勝平
●記載なし

・出生届（父竹内栄一、母けん、長女つや） ・初盆見舞の品物と人
名 ・村上・笹山医院への支払い代金と人名、等々記されている。

　
原
本

竪
帳

1

８３２ ３４１
Ⅴ
３

昭和５年
（１９３０年）・午

昭和5年 本家金銭出入帳
庚午 5年6年分

○記載なし
●記載なし

昭和5年1月1日より、同6年12月31日迄の本家家計簿。
原
本

竪
帳

1

８３３ ３５１
Ⅴ
３

昭和１８年３月
（１９４３年）

昭和18年3月 本家経費簿
○記載なし
●記載なし

昭和18年3月より家計を記入。
原
本

竪
帳

1

８３４ ７０３
Ⅴ
４

明治９年９月３０日
（１８７６年）

書状
○深見清右衛門
●竹内老翁（三ツ間渡しにて）

雨天、大水、大あれにてやりとり、茶部屋地きやうにつき述べる。
原
本

状 1

８３５ ７９９
Ⅴ
４

明治１７年１１月１７日
（１８８４年）・申

日記
○（竹内）
●記載なし

明治17年11月17日の記事をはじめ、末尾に明治20年亥1月始メと
ある。

原
本

横
帳

1

８３６ ７０４
Ⅴ
４

（明治）５月１６日 記
○田中屋八百吉
●竹内九右衛門（三ツ間戸酒屋にて）

四斗樽3本、大至急送って欲しい、以下、やりとり。（封書入り）
原
本

状 1

８３７ ７０５
Ⅴ
４

（明治）７月１２日 書状
○三ツ間渡詰合：竹内九右衛門
●金谷河原町：田中屋八百吉

封書が未開封。表に要用在中とある。
原
本

状 1

８３８ ７０６
Ⅴ
４

（明治）９月２２日 口上
○はつ
●竹九

便りへの返事。強い風のこと、横町は大雨ばかり云々とあるやりと
り。封筒いり、この他、9月14日認めの書状が1ツある。

原
本

状 2

８３９ ７０７
Ⅴ
４

（明治）９月２４日 書状
○田八㊞ （遠州金谷横町田中屋）
●竹内九右衛門

はじめに、善右衛門帰宅の件、他、老親あて実家との諸やりとり。
（封筒入り）

原
本

状 1
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８４０ ７０８
Ⅴ
４

（明治）９月３０日 書状
○田八
●竹内九右衛門

茶部屋請負につき、他のやりとり。
原
本

状 1

８４１ ６０１
Ⅴ
４

３月１０日 書状
○宅より
●竹内九右衛門

宅（家）より外出先の九右衛門への諸事返事。（包紙入り）
原
本

状 1

８４２ ６０２
Ⅴ
４

１１月２５日 書状
○内より（はんより）
●親父

椎茸、つくね芋を沢山ありがたい、上様御通行、着物の件、諸報
告。

原
本

状 1

８４３ ７０９
Ⅴ
６

明治１２年初夏
（１８７９年）・卯

請取書入
○（竹内）
●記載なし

諸請取書入。多くの請取書がまとめて入っている。
原
本

袋 1

８４４ ７１０
Ⅴ
６

明治１２年１０月吉日
（１８７９年）・卯

帳面入
○記載なし
●記載なし

万日下得蝶とある紙片。うらに旅人宿旅人の墨書きがある。
原
本

状 1

８４５ ３８１
Ⅴ
６

昭和２０年３月吉日
（１９４５年）

昭和20年 店卸大福帳
3月吉日

○㊇
●記載なし

記載なし（白紙）。
原
本

横
半
帳

1

８４６ ４１２
Ⅴ
６

記載なし 記載なし（白紙）
○記載なし
●記載なし

記載なし（白紙）。
原
本

横
帳

1

８４７ ４１３
Ⅴ
６

記載なし 記載なし（白紙）
○記載なし
●記載なし

記載なし（白紙）。
原
本

横
帳

1


